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タ
ム
ソ
ン
は
ー
千
七
百
八
十
三
.年
0
頃
に
坐
れ
、一

千
八
百
三
十
三
年
を
以
つ
て
歿
し
た
愛
蘭
：の
社
會
主
義
者
、
：經
濟 

學
#
で
ー
ぁ
0

#
'0
彼
れ
は
同
國
マ
ン
.ス
タ
|
州
コ
，1
ク

郡

：の

富

裕

な

：
る

地

.主
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ぁ
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^
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n
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J
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 Nineteenth 

Century, 

1
00
3
4,
 

V
O
L

 ii, 

p
’ 

2
9.v
o
.

)

o

*

'は
* 
一
千

<
百
一:
1十
七
^

::
§
ら
共
の
著
中
に
於
い
て
、
彼
れ
が
約
十
一
一
年
間
、
-他
人
の
勞
働
の
產
物
た
る
地
代
と
稱
せ
ら
る
V
所
0
も
0
に
養
.
. 

は
'れ
て
银
活
し
て
居
つ
た
，

」

こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。(

L
a
b
o
u
r

 Rewarded, 

100
2
7
,
. 

prefa

-ne

し
。

資
蚀
、
饨
潔
，征
«
5に

レ

て

公

共

、
レ 

に
瀋
み
、
叉
倫
理
、
社
會
及
び
政
治
科
學
に
對
す
る
熾
烈
な
る
硏
洗
欲
に
燃
ぇ
て
届
っ
た
。
彼
れ
は
ダ
ブ
リ
ン
、
牛
津
及
び
倫
敦
等
の
：
 

諸
^
;學
に
學
び
、
初
め
功
利
學
頻
匕
•:
#
し
て
啓
！！
.の
路
を
求
め
た
。
偷
敦
大
學
の
學
窓
に
在
つ
た
頃
、
早
く
ジ
ェ
レ
ミ

ィ

•ベ
シ
サ
ム
、を

知
り
、
深
く
之
机
に
傾
倒
し
、：：彼
れ
を
以
つ
て
、
ベ
I

n
ン
が
自
然
科
學
ね
對
し
て
爲
し
た
以
上
の
も
の
を
倫
理
科
學
に
戤
し
て
爲
せ
：
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一
四11.0)

る

も

の

と

做

，し

、

而

し

y

自
己
畜
つ
て
單
に
其€

師
の
原
理.Q

適
用
息
行
せ
る
た
過

I

f
 

q

で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
兩
者 

の
^
に
は
'#
常
な
る
親
交
.が
結
ば
れ
て
居
っ
た
や
ぅ
に
見
ぇ
る
-o
.ジ
P

ン
•ボ
1

y
ン

グ

の

監

修

の

卞

.に

刊

行

せ

ら

 

'た『

ベ
ン
サ
、
そ 

集
：！

に
は
、

コ
ー
ク
に
耍
句
學
校
9

c
h
r
e
s
f

 athic school)

を
設
立
す
る
の
-件
に
關
し
其
の
意
見
を
微
せ
.る
タ
ム
ソ
ン
に
答
へ
た
彼 

.れ
の
ー
千
八
百
十
九
年
四
月
七
日
俯
の
書
翰
亦
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
次
い
で
一
千
八
百
十
九
年
九
月
二
十
九
R
附
の
第
二
書
朝
に
於
い 

て
、
ベ
ン
サ
ム
は
倫
敦
滯
往
中
は
自U

の「

幽
£
?

」

•£
退
留
す
可
き
こ
と
？:
'
タ
ム
ソ
ン
に
勸
め
、
其
の
家
庭
內
の
習
憤
を
彼
れ
に
^
じ
て 

ゐ
る
。(The W

o
r
k
s

 of J
e
r
e
m

ドBentham, vol.x, pp.
〈5
0
6
,
5
0
7
0
0

爾
後
、
タ
ム
ソ
ン
は
數
年
間
べ
ン
サ
ム
と
一
絡
に
估
ん 

で
居
っ
た
。
彼
れ
が
べ
ン
サ
ム
の
功
利
生
義
學
說
に
省
す
る
信
仰
は
甚
だ
七
く
强
烈
セ
あ
つ
，て
、
後
に
至
.っ
て
彼
れ
が
深
ス
歸
衣
す
る 

に
至
つ
た
ロ
バ
1
ト
•
オ
ー
エ
シ
の
思
想
を
以
つ
て
、
社
會
全
般
に
對
し
て
は
全
然
不
適
當
な
る「

一
個
の
改
良
貧
民
管
11
法」

丨
に
過
ぎ
. 

ざ
る
.
の̂
士
看
做
し
て
展
つ
た
。
彼
れ
が
斯
く
の
如
き
思
想
を
有
し
て
思
っ
た
の
は
凡
そ
一
千
八
百
十
八
免
の
！
；で
あ
っ
た
？
然
し
な 

.功
ら

.

.彼
れ
自
S
0-
物
®
."
1る
：力
'勿
く
分
配
の

.問
題
に
關
す
る
不
撓
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硏
究
は
、
遂
に
彼
れ
を
導
い
て
別
箇
^
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に
到
達
せ
し
め
た
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念

と
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_
和
を
看
出
す
こ
と
能
ほ
ず
し
で
、
.彼
れ
の
腦
裡
に
戰
っ
た
。

一
千
八
W
1壬
一
年
は
實
に
彼
れ
の
生
涯
<0
.
_
換
期
を
旖
ず
ぢ
も
の
で 

あ
っ
た
。

 ̂

殊
に
‘共
產
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に
對
し
て
は
有
ヵ
な
る
反
對
容 

で
あ
0.
た
;0
然

る

へ

に

タ
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ソ

シ

ば

遂

.に
彼
れ
の
.立
場
を
べ
ン
サ
ム
主
義
ょ
り
移
■し
て
オ一

工
ン
流
の
協
同
主
義
の
上
に
置
か
な
け
'
尤 

、な
ら
な
か
っ
た
。
彼
れ
は
如
何
^ :
:̂

て
，

^
>ー
何
が
故
に
ぺ
：
シ

チ

ー

千

7
に
.赴
い
龙
か
友
繁
：杧
考
へ
ミ
斯
く
て
彼
、
は 

二
中
.八
百
ー

;?
41:

年
、龜

：の
默
ま
め
結
果
^
し
.て
囊

る

も

.0
:$
:
浩
猶
な
る
.-—
*書
に
取
力
：纏
め
、
：之
れ
を『

人
間

<0
'
宰
福
に
資
す
る
こ 

と
最
大
な
る 

i
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配
の
原
理
ぬ
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す
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«.
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of Voluntary 

Equality of 

w
e
a
l
t
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題
し
て
、
.；1

节
八
E

:一
 +

四
年
、
倫
敦
に
於
.い
て
上
梓
し
た
G
彼
れ
は
オ
ー
エ
ン
の
平
等
主g

に
於
いV

T

ン
サ
A
の
最
大
幸
福
の
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念
を
^
;觀
せ
M
こ
と
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待
し
た
0
で
あ
.る
タ(

本
菁
の
序
文
がT

千
八
百1

f

十
二
年
を
.以
.つ
て
起
草
せ
ら
れ
た
る
に
徵
し
て
、本
書
は 

略
々
同
年
迄
に
脫
稿
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
る
.こ
と
が
出
來
ょ
ぅ
？
0

.

..
§
.
,
€
^
1
00
2产

？
1
5
^
^
^
^

'
私
君
^
1>
;
て
本
« -
茫
著
で
に
_
ら1>
;
办
妨
直
接0.
動
機
ば
、"知
：識
；の
，
|
贫
^

に
於i

V

、
巧
紙
な
‘
經
濟
論
客
と
し
.て
名
聲
あ
る
.一
紳
士
.が
瑰
存
す
る
が
如
き
富
の
不
平
等
の
利
益
、
貧
者
が
！®
者
：に
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し
て
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ず
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可
き
從
臌
及
び
其
O'
結
果
た
る
感
謝
V 

■SS
米
利
加
合
衆
國
.の
餘
ゥ
に
大
&
る
良
曲
及
び
餘
り
に
大
な
る
木
平
等
並
：び
に
之
れ
に
類
す
る 

論
題
に
就
い
セ
*
2 ;
ル
见
を
表
明
せ
る
の
窜
賢
で
あ
2>
-
。
0
げ

芦pp. xviii-xix. 

彼

れ

は

當

，咏

：存

抵

し

つ

1
:あ
.つ
た
社
會
的
諸
法
. 

制
及
汉
施
設
の
批
判
に
充
て
ら
れ
.た
一
西
頁
ょ
り
成
る

•一
 
背
?J

草
し
た
の
で
あ
る
が
-
不
必
要
の
刺
戟
を
豫
防
す
る
が
爲
め
に
暫
く
其 

© ，
上
梓
を
差
じ
控
へ
、
唯
だ
其
の
嗔
ほ
を
列
記
す
る
に
止
め
て
ゐ
る
。(

I

こohap. V., 
p
p
.-.
'
3
6
3
-
3
6
6

.v
;
yo.

タ
ム
ソ
ン
は
ベ
ン
サ
ム
學
徒
の
公
式
に
從
つ
て
表
明
せ
ら
れ
た
功
利
の
原
理
と
、
ジ
ョ
ン

•

ロ.
.

ッ
ク
に
發
し
、
ア
ダ
：ム::
«
ス
ミ
ス
及
び 

リ

カ

オ

に
-±

つ
て
承
認
せ
ら
れ
た
る
の
觀
あ
る
勞
働
は
富
の
唯
一
，の
衆
源
な
り
と
做
す
僩
人
主

_

例
思
想
か
ら
敗
發
す
る.°

:-:
:
.
-
#;
.
惡

、

猿

近

、

總
.べ
で
の
結
果
を
&
量
す
る
功
利
の
概
念
、
即
ち
、
人
間
幸
福
.の
最
大
可
：能
な
る
追
求
ば
'
:タ
ム
：ソ
：ン
..の
砰
究
に
於 

い
で
.常
に
標
的
，た
る
可
き
嚮
導
原
理
で
.あ
つ
て
、
^
は
悉
く
皆
、え
れ
に
對
し
て
铤
屬
的
の
地
^
に
^
つ
^:
■過
ぎ
が
v>
-o
v彼
れ
日
ぐ
、「：

エ 

-
ヴ
ヱ
グ
.ゥ
ス
、
ブ
リ
ー
ス
ト
リ
、
ぺ
ー
リ
ィ
及
び
共
の
他
0
諸
家
に
ょ
.
0て
读
認
せ
ら
れ
た
此
の
原
_
は
べ
ン
ザ
ム
の
1
&
0
<
^
^
0
1
1 

to ihe Principles 

of 'Morals

‘
§d tegislati

o.n,'

及
び
有
名
な
.る

.T3.
S
S de Legisiatio

p'
の
最
初
の
數
章
に
於
い
て
發
達
せ■ 

取
恥
紙
济i

t
s

--;
:
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濟
書
解
題 

ニ

〇

s

 ニ
ニ

)

“
め
ら
れ
、
永
遠
に
碑
立
せ
ら
れ
て
、
倫
理
學
上
の
あ
ら
ゆ
る
他

Q

S
の
續
を
排
斥
す
る
に
至
つ
た

」

と
。

D
i
l
u
t
i
o
n

.ベ

.

.ン
サ
ム
に
從
へ
ば
、
人
は
其
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
に
.於
い
て
、
.功
利
の
原
則
に
嚮
導
せ
ら
れ
て
幸
福
を
追
乘
す
る
。
生
否
上
に
實
混
ー 

:

M
ら

れ

た

る

功

利

謂

宰

福

で

あ

る

。
經

濟

的

領

筲

に

隹

_

利

驗

_
の
貧
珑
ば
f

 

^

' 

.

ゼ

享

れ

ば

當

の

遂

で

あ

名

--
°
彼
れ
は
其
の
> M

a
i

 Of 

p
l
c
a
l
'
E
§

0

暴

：に
_

,
.
享
樂
資
料I

額
と
，
：

「

相
對
的
當
裕4

f

 

o

p

f
 

e)’

即
ち
_

國
民
の
員̂

一
平
均
的
若
し
く
は
各
人
宛
I

を
區
別
3

あ
;<
>
ォ
_

に

は
_
對
的
富
1
は
：兩
時
期
の
間
に
於
い
て
增
加
：せ
る
も
の
と
說
き
、
而
し
て
貧
の
齡
る
、目
的
は
安
易
幸

|樹
？

&
 

b
e
m
,

で
あ
り
、
物
質
的
物
件
が
慎
値
、
.即
ち
安
易
幸
福
に
奉
仕
ず

る
の
性
質
を有
す
各
と
：し
た
な
ら
ば
、
.：そ
は
|爵
で
あ
る
と
述
べ 

衰

た 

l
r
h
e
;^
o

,t
o
f J

e
!

 B
l
m
,

 

く 
0
1
.

1
.

3

 6 

b'

修

> \

於
つ

，
ら
ば
パ
富
に
し
て
愈
々
平
等
に
分
配
せ
ら
れ
ん
か
、
幸
福
の
總
量
.ば

愈
々
：大
な
る
可
き
こ
：と
を
.認
め
た
：の
で
あ
る
。

へ
ク
ム
ソ
ン.翁
く
の
如
き
べ
：
V

サ
4

 

又
正
し
く 

取
り
扱
は
れ
たI

ば
、
之
れ.ょ
り
も
有
用
な
る
も
の
は
莅
す
る
こ
と
が
な
い
。
漦
し
、
あ
ら
ゆ
る
社
會
の
物
質
的
安

慰
が
、
富
の
公 

,

:

ば

：し
て
賛
明
な
る
分
配
の
上
：に
直
接
に
寒
ず
る
の

f

と
等
し
く
德
性
の
高
、
同
情
、
愼
重
及
说
讓
の
：高
も
亦

'
參

に

依
■

る
こ
^：
の
贈
る
大
故
る
を
看
出
さ
る
可
き
が
故
で 

，
あ
る

」

と
。

，

ち

」

ク
ム

)

ソ
ー
ン
の
論
ぜ
んi
ず
る
所
^

現
鬆
會
制
度'の
下
に
於
い
て•

.

し

て

彼

れ

の

理

想

委

る「

自
然
的」

原
：理
'
自
然
的
準
则
若
し
ぐ
は
藍
_
法
則
の
作
用
す
る
忍
在
っ
て
は
'

^

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
.に
存
し
た
の
で
，あ
る
.。
彼
れ
は
語
を
續
け
て
日
ぐ
、「

玆
に
硏
究
せ
ら
る
可
き
分
配
は
、
人
間
幸
福
の『

最
*
胃 

能
尨
る
高
/
即
ち『

最
大
多
數
者
の
最
大
幸
福』

を
助
成
ず
可
ぎ
も
の
で
'あ
る
。
玆
.に
所
謂
最
大
多
數
者
は
決
し
て
單
純
な
る
多
激
で
は 

な
く
し
て
、
.全
社
會
の
十
人
中
.の
九
人
、
浩
し
<
は
百
人
中
の
九
十
人
で
あ
る
こ
と
が
聰
が
て
明
か
と
爲
る
で
あ
ら
ぅ
。
.询
に
、『

全
體J 

の
眞
の
幸
福
*
犠
牲
と
爲
れ
る
.の
觀
あ
.る
少
數
容
の
眞
の
幸
福
す
ら
、
.最
大
#:
數
.の
，最
大
幸
福
と
，一
致
す
る
こ
と
が
明
か
と
爲
る
で
あ 

ら
ぅ
0
;
;
:
從
つ
：で
入
間
幸
福
0
.最
大
.可
能
光
る
：高
*
最
太
麥
數
0
*:
大
奉
福
、
^

に
於
い
て
同
一
ひ
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
•つ
て
、
大
體
に
於
い
て
、
無
差
別
、に
使
用
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と」

。
.(

o
K-
-a
l
^
u
H
o
n
, 

op. 

c
i
r

pp. 

1

—

2
0
o 

. 

' 

:
 

-

然
し
な
が
ら
、
富
の
宛
義
に
關
し
て
は
、
タ
ム
ソ
ン
は
ベ
ン
サ
ム
を
離
れ
て
純
然
た
る
古
典
的
經
濟
學
說
に
依
據
す
る
。
富
は
勞
働 

に
依
っ
て
坐
產
せ
ら
れ
る
。
勞
働
以
外
ひ
如
何
な
る
他
の
要
素
と
雖
も
或
る
欲
望
の
對
象
物
を
富
と
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
勞
働
は 

宵

の

：一
唯
一
の
ニ

 

0
^

尺
::
®
で
あ
へ
っ
；
で
、
'.
■
X

,

#作
.顯
著
な
'る
#:
性
：で
，あ
,

。Is

添
ぎ
|

&
>:
:
:̂
樂
.の
物
質
_
务
料
ん
_
手
既
.

g.

に
：在
っ 

て
、
有
坐
若
し
く
は
無
坐
の
資
料
即
ち
自
然
の
生
産
物
の
使
用
に
向
つ
た
人
間
の
勞
働
及
び
知
識
に
ょ
つ
て
給
與
ぜ
t
れ
た
部
分
を
指 

す
の
で
•あ
るo

交
換
價
値
は
殆
ん
ど
常
に
富
.の
觀
念
に
附
隨
し
て
居
る
が
、
而
も
之
れ
に
對
し
て
缺
く
可
ら
ざ
I

V
の
で
ば
な
れ
0
葡

く
ん
ぱ
富
は
^
い
0

働̂

は

其

の

，
區

別

的

屬

性

.で
あ

る

。
.：
皆

錄

の̂
斯

ば
«:
が
#;
を

觀
^-
ず
.み

も

の

ザ

ば

な

い
¥
其
：の
ガ
ば
貧
た
る
と 

否
と
を
問
は
ず
、
あ
ら
ゆ
る
享
樂
若
し
く
は
欲
望
滿
足
の
資
料
の
生
齑
に
際
し
て
、
全
然
平
等
且
つ
共
同
に
作
用
し
て
ゐ
各
。
勞
働
は 

|

取̂
0
て
唯
.：.：ー.：の
父
母
で
あ
る
0
:國
民
的
富
は
、恰
も
個
人
0
手
.に
集
積
せ
ら
れ
た
富
の
實
體
の
'合
計
に
外
故
ら
が
を
?)
'

0
で
あ
：る
0
: 

土地空氣熱光線電流、人間、

.馬EJ 、

水
は
共
れ
自
體
に
於
VA
-
で
は
、
m
れ
も
富
の
'稱
呼
を
受
く
可
き
資
格
が
な
い
。
是 

■!
*
?
版

經

濟

書

解

題

 

•■

ノ 

< 

ニ 

一

-
マ
-
.四11110



.
へj g

r
i

れ
等
の
も
の
.は
欲
望
の
目
的
物
、
.幸
福
の
對
象
で
は
あ
る
で
あ
ら
ぅ
o
然
し
な
が
ら
、
.之
れ
を
化
成
す
る
勞
働
の
'手
が
觸
I
る
迄
は
、

.
是
れ
等Q

もQ

は
未
■

で
は
な
い
。
人
口
霞
な
る
地
帶
に
夥
し
く
存
在
す
身
や
角
あ
る
家
畜
の
群
れ
が
富
の
對
象
で
な
ハ
こ
と

は
、
恰
も
空
氣
や
光
線
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
是
れ
等
の
も
の
は
典
の
‘所
要
に
比
し
て
多
數
に
存
在
し
て
ゐ
る
、
、彼
れ
等
は
人
間
の
努

ブ
に
依
つ
で
生
產
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、。
JI
Cの
或
る
も
の
を
^
有
す
る
■に
必
要
な
る
勞
働
を
行
ふ
者
は
何
人
と
雖
も
共
の
所
有
者

と
爲
る
。
而
し
て
、
以
前
に
社
唯
だ
可
能
な
る
欲
望
の
對
象
に
過
ぎ
な
か
つ
た
も
の
を
、
單
な
る
獲
得
の
勞
働
が
、
富
の
目
的
勿
た
ら

む
め
る
。
此
の
動
物
の
價
値
は
全
く
之
れ
を
靈
と
し
て
、
若
し
く
は
肉
又
は
單
に
其
の
皮
の
み
の
使
用
の
爲
め
に
、
之
&

轉
用
す

る

に

必

蒙る
#:

通
の
腕
力
と
技
能
と
を
有
す
る
人
々
の
勞
働
の
平
均
着
依
存
す
るo

文
明
社
會
に
於
い
て
賃
な
る
一
頭
の
響

富
の
對
象
た
ら
し
む
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
自
然
が
此
の
馬
を
し
て
富
の
齡
象
た
ら
し
め
た
も
の
で
は
な
い
0
自
然
は
南
米
の
！
：
b
i

に
對
し
て
も
同
じ
こ
と
を
鴆
し
た
の
で
あ
る
が
、
楚
れ
等
の
も
の
は
富
'の
目
的
物
で
.は
な
い(

I

,、
？
 

S

0

富
は
享
樂
の
有
孩

^
資
^
に
限
&:
:
れ
で
'̂
:
:̂
:
:
.勢
働

即

ち

#*
规
的
胁
5
£
:
は
«,
り
.有
酿
抑
物
件
の
上
に
'の
.み
作
用
せ
し
.め
ら
れ
る
.こ
、と
が
出
來
る
0
是
ル

1

0も
の
X
み
惟
り
蓄
積
せ
ら
る
X
こ
と
が
出
來
るO. (ibid., 

p. 

s
.
)
o

物
の
單
な
る
被
欲
求
性
、
稀
少
性
、
美
、
快
感
若
し
く
は
效

用
は
之
れ
を
し
I

Q
蠢

物

た

.ら
し
む
t

と
が
な
い
。
嘉
的
物
件
に
加
へ
ら
れ
た
I

Q
み
惟
り
之
れ
を
し
て
富
富
的
物
を 

ら
し
め
る 

o (

iD*
p:
こ pp. 

1
6
-
1
7
0
0

-
r 

■

.

. 

.

卜
然
し
な
が
ら
-
ク
ム
ソ
•ン
は
窟
を
構
成
す
る
も
の
が
單
に
費
さ
る
矗
働
の
み
な
ら
ず
、
又
、
節
約
せ
ら
る
、
勞
働
で
あ
る
こ
と
を 

财
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
1
ヵ
つ
た
°
乾
.
し
た
砂
地
ょ
り
.敗
る
諸
國
に
於
い
て
.は
、
衆
は
富
の
衆
源
で
あ
る
が
、
土
地
は
之
れ
を
饱
有 

す
る
の
：煩

::
#H

値
せ
ぎ
る
が
故
に
、
何
人
び
財
產
で
も
方
い
P
吾
人
は
自
然
が
卺

S

し
た
と
想

像

が

故

に

、
露

は

之

れ

.

.
を
造
る
カ
爲
め
に
必
.耍
で
は
な
力
つ
た
。
撕
0:
水
を
汲
，み
取
る
勞
働
も
取
、
其
れ
の
.み
甘
.ば
：估
料
せ
.ら
る
可
き
で
な
い
。
然
し
な
が
ら
、

其
の
地
點
に
於
け
る
每
の
皋
の
存
在
は
、

^
の
存
在
が
な
か
づ
た
な
ら
ば
：、
其
の
最
も
：

近
：： S.

佻
給
か
ら
其
處t
水
：を
齎
す
に
必
要
な”
 

可
き「

勞
働
を
.節
約
す
る̂

.而
し
て
其
の
：泉.の
價
値
は
斯
く
し
て
：節
約
そ
.ら
る
、
勞
働
の^ .
^

(Ibid,” P. 

9

.

)

。
«
物

O '
敷
地
の
艰
値
は
其
の
位
置
の
節
約
す
可
き
蓮
搬
及
び
其
の
他
の
關
係
に
就
い
て
か
勞
働
の
定
量
に
依
存
す
る

(
i
b
i
l
,
4
0
。

f
 

- 

ニ

：じ

，
'
:
，

.
:
t

タ
ム
'ソ
ン
^
ノ
投
費
贫
ら
态̂
每
働
た
る
と
節
約
せ
ら
名
く
勞
働
た
る
と
を
間
は
ず
づ
勞
歡
は
富

^
物
品
-の
慣
直
の
っ
隹

j 

P
尺
相 

で
あ
る.
.こ
と
を
主
藤
す
一
る
も
の
.で
；は
あ.る
が
、
.而
も

を
圭
張
す
る
も
の
'で
は
な
い
0
.
:-—
*
'物
品
は
富
.の
：
—-
•
:品
目
た
'る
が
爲
め
に
：は
願
望
の
_目
的
物
で
な
け
れ
ば
.な
ら
ず
、
：
又
是
れ
等
0
願
邕
界 

び
選
捋
は
有
形
及
び
無
形
雨
機
の
事
情
、
殊
に
自
都
の
：物
質
及
び
0-

ネ

ル

ギ

ー

を

利

用

に

：轉

ぜ

；し

む

る

の

乎

段

に

關

す

る

知

識

(

學

問

15 

び
披
術)

の
'#
少

;:
^

.'
:
に̂
變
北
す
る
の
’傾
向
あ
る
が
故
に
、勞
働
.の
；馨

:*
が
鳴
れ
等
の
；も

0
に
對
す
る
或
る
ユ
：定
0
'疋
確
な
る
指
檩
か 

^

得
|

,と
戏
明
か
に
不
可
能
セ
|
0
:
:
餘
冗
の
歲
身
其
は
野
蠻
人
や
廷
臣
に
#
运

は
、
是
れ
等
の
も
办
は
眞
價
を
與
ふ
る
物

^-
し
七
願
み
ら
れ
ざ
る>
等
し
く
又
、
其0
商
时
債
値
、
：眞
の.使
韦
の
價
値
に
戗
下̂
^

ら
：る
；可
き
で
あ
ろ
' 無
知
:0
國
域
社
彼
机
等
.の
«
岸
.に
於
对
る
海
藻
土
_
質
0
妙
と
を
顧
み
る
こ
と
が
な
い
へ
で
あ
ら
ぅ
。
：*
れ
等
の
も 

の
を
熱
先
て(

i

il
i
に

合
^
す

菅
.と
へ
に#
々

茂
^

て
、.；
更
.ら
：I

I

る

代

弗

物

と

右

て

：
選, #
體

：.が
是
f

の
も
の
、
地
位
を
滿
す
可
し
と
し
た
な
I

,
、
是
れ
等
.

の
.は
他
の
目 

的
の
爲
め
に
欲
望
せ
ら
る
、
こ
と
が
な
い
.限
り
、
文
明
國
民
に
よ
つ
て
も
同
じ
く
硕
み
ら
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
0
主

張

蓄

る

、
敦

も

_ 

の
は
、.或
名
一
定
時
に
於
け
る
或
る
一
定
の
靈
を
有
す
る
或
る一

免
の
派
會
狀
態
に
於
い
て
は
、
願
望
の
對
象
：の
上
に
..普
通
の
判
謝 

を
以
つ
て
使
用
せ
ら
れ
た
發
働
は
、
免
れ
等
の
も
？

價
値
.の
唯一

の
尺
度
で
あ
り
、
而
し
て
、
斯
く
'の
如
き
事
情
の
下
に
#
い
て
’は
、
'

V
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:
:
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法
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書
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四
I
H
C 

V

正
確
な
.名
，尺
度
で
あ
る
と
云
ふ
に
存
す
る
o 
土
地
の
面
積
及
び
多
數
物
品
の
谭
料
の
：供
餘
が
依
然
と
1>
て

變

化

な

ぐ

、
、
同

寺

に

人

ロ

.
と
一 

.
知
識
^
が

飧

加

し

っ

、

あ

る

.間

は

.、
；
願
望
若
し
く
は
趣
味
が
人
類
の
倫
理
的
及
び
知
識
的
狀
態
：.の
；改
善
と
«
に
變
化
す
る
間
.は
、
富
に 

.
;
:
適
.用
せ
'6
>
.-
^
'-
\
が
如
き
.何
等
'7
£
確
な
：る
價
値
の
尺
读
は
與
へ
ら
る
、
こ
と
を
得
な
：い
。
之
：れ
.を
求
む
る
は
、
：影
を
追
ひ
求
め
る
も
の
で
.
. 

,'
.:
あ
る
;0
\勞
働
若
し
<
は
努
决
激
外
；の
.何
物
と
雖
も
、
_

望
の
對
象
の
.富
の
對
象
へ
の
轉
換
に
對
し
.て
侗
等
め
_
係
を
^
有
せ
ざ
^
も
:«
> 

'
.で
あ
：る
.o是
れ
尊
の

.%

.の

.は
恐
_ら
く
總
，べ
て
其
の
性
質
を
灣
じ
、
或
る
時
に
は
富
の
目
的
物
た
：る
も
'の
'が
、
：：他
の
時y

:

は
單
.に
’願
望
の 

目
的
物
^
る
に
：過
ぎ
ざ
る
こ
i
あ

る

可

く

、

若

し
-<
'
ば

願

望

の

目

的

物

た

る
こ
と
す
ら
な
き
に
至
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。

へ
s
f* 

匁
，15

0
0

 

. 

:

.

而
し
て
囊
き
に
は
猶
約
せ 

ソ
ン
は
、
共
の
直
後
に
於
い
て
-
遊
園
.P
 

.

.

.
價
将
が
富
者
0
:願
望
の
|攀
に

：依
：存
す
る
も
の
と
觀
た
。
富
が
不
正
に
分
割
せ
ら
れ
た
る
時
、
並
び
に
大
な
る
愚
昧
が
大
な
る
富
と
結 

,脅
せ
^
時
に
は
^

も
の
に
對
し
て
限
界
を
定
め
る
こ
と
せ
困
難
で
あ
る
。
其
の
農
業
的
蒞
し
く
は
建
築
的
«
値
3
:
に̂
«
|}
>
.' 

:.
れ
^
ょ
0
て
著
し
<
過

.*
に
評
價
せ
ら
れ
た
一
地
點
の
取
得
が
、
其
の
取
得
者
の
上
に
生
ぜ
し
め
た
-«
の
.享
樂
の
喪
失
は
這
般
0
競
爭

' 

に
對
す
る
殆
ん：

ど
：唯
.
1-0
浩
し
農
業
地
を
.創
設
し
得
た
ょ
.り
も
幾
分
以
上
の
勞
働
ガ
、
等
し
ぺ
、
遊
園
：と
し
て
氣
級
れ
.

V

に
適
す
る
'新
衣
な
る
地
所
を
創
造
.す
^
こ
と
が
出
來
た
‘と
す
る
な
ら
ば
、斯
く
の
如
き
熒
働
の
高
は
其
わ
價
値
を
檩
示
し
た
で
あ
ら
ぅ
。 

激
ん
な
が
セ
：
是
れ
等
の
氣
に
入
っ
た
遊
園
は
概
し
て
、共
の
面
樹
に
於
い
，て
限
ら
れ
.て
居
.っ
て
、
勞
働
に
ょ
っ
て
模
造
し
得
ざ
る
底
の 

:1
>
の

で

あ

，
る:0
是

祀

於

い

て̂
、
是

れ

等:0
-1
>;め
_

然

的

に

限

定
.^
ら
れ
:̂
« .
#
に
對
す
る
多
少
の
^
度
に
於
い
て
璉
性
的
激
る
願 

.
_の
競
§
ょ
^
生
^
っ
^
^
.る
*
れ
自
身
の
#
剩
價
値
を
有
す
る
0
然
4
な
が
ち
>」

：タ
ム
ソ
ン
を
以
つ
て
觀
れ
ば
，
其
の
農
業
^
*
し 

.

:く

は

建

築

的

價

値

次

ほ

：健

康

上

及

：び

勞

働

に

.ょ
：
っ̂
評
«
せ
.ら

扣

得

岑

ぁ.ら
^
る

他
2>
'
有

用

な.る

目

的̂

^

た

る
^

般
の
餘
剩
は
、
彼
れ
が
後
に
述
ぶ
可
き
が
如
く
、富
の
自
然
、無
枸
置

つ
最
有
用
な
る
分
配
の
行
は
る
、
下
に
於
い
て
は
殆
ん
ど
存 

猜

一

が_
ル

ま「

若

ん
;;
;
:'
<
漱
#
に

厲

め

通

：な
，
ぁ
狐
葡
ま
へ
で

#

^

の
亀
及
び
锋
“肺
の
ス
ヶ
ー
ル
.に
.於
い
て
は
估
料
.せ
ら
る
X
こ
と
が
な
い
が
-t

右
し
く
は
估
料
せ
•ら
る
、
の
價
値
な
き
純
然
た
る
人
爲
的 

の
櫝
値
で
ぁ
る
。
然
も
猶
ほ
總
ベ
て
の
場
合
に
於
い
て
、
願
望
及
.び
勞
働
の
兩
成
分
位
富0

E

的
物
を
構
成
す
る
が
爲
め
に
必
要
で
ぁ 

K

自
奶
が
-̂
'
の
#
ロ；：の
必
給
を
讯
^
し
，
斯
く
て
勞
働
が
願
望
め
需
要
す
る
所
の
も
の
を
供
給
し
得
な
い
な
ら
ぱ
、
氣
紛
れ
の
人
爲

へ

：
.
■
ー

遲

篇

■

ゆ

證

■

懂

擊

養

養

戰

へ：.

富

像

敷

働

裳

少
S

及
ぶ
が
故
に
、
萣

氣

紛

4
Q

價
値
は
斯
く

q

如
き
範
圍
に
す
ら
到
達
す
t

と
を
得
な
い
。
殆
ん
ど
如
可
な
る
勞
働

.

i
と
埘
も(

安
介
な
る
個
人
的
資
產
と
雖
も
、
購
入
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
如
き
底
の

)

、
新
し
き
河
を
生
ぜ
し
め
、
其
の
河
呼
に
敷
地

を
形
成
し
、

f

 く
は
其
の
.大
さ
に
於
い
て
是
れ
迄
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
契
の
も
の
に
等
し
い
新
し
い

ダ
ィ
ア

モ
ン
ド
^
は
之
れI

す
る
蒙
た
る
製
飾

^
！
還

■

る
、
迄
、
大
地
を
議
し
續
け
る
：が
如
I

と
を
得
な
s

o是
に
於
い
て
平
、
，斯
く
の
如
き
餘
剩

人
爲
價
値
す
ら
、
感

ッ

ザ

は

被
: ^
の
'篇
内
に
入
名
も
の
と
考
へ
る
。
藍
し
、
そ
は
管
だ
に
同
樣

0.
物
品
を
生
產
す
る
.に
必
要
な
る

勞
傲
量
を
斷
じ
て「

超
過」

し
得
ざ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
は
殆
ん
ど
這
般
の
量
に
達
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
I

る
。ribid: 

?

 

■1
4
-1
5
.)。

，
 

■ 

.

.

タ
ム
ソ
ン
は
又
、
肥
霞
れ
を
問
は
ず
、
土
地
.の
價
値
は
必
然
其
の
上
に
施
さ
れ
た
普
通
の
熟
練
及
が
判
斷
に
よ
つ
て
指
導
か
ら
れ 

た
勞
働
梦
に
依
賴
す
可
f

の
と
觀
ホ
Q
着

に

又

、
樣

は

「

大
な
る
熟
練
が
、
他
の
も
の
：；に
於
け
る
よ
り
も
、
.一
種
類
，
の

勞

働 

に
於
い
て
又
、
同I

の
仕
事
に
從
事
す
る
一
人
の
勞
働
省
に
よ
つ
て
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
'ぁ

る

。

然

し

な

が

ら

.
•
是

れ

等

の

も
 

の
は
炎
の
社
會
の
普
通
の
勞
働
に
分
解
せ
ら
れ
る
。
.
.
.
或

湯

殊

の

$

に
於
け
る
異
常
の
'孰
練
^4.

り
、
蒞
し
く
は
前
以
つ
て
飯
得
す

へ
;'
^

■
済
！
^

;
 一
 

v
:
'
v
l
l 

五

：
a
.四 
ニ 
七)

'



L'
f

l
篇
解
題 

ニ

六

2

四
::
八)

る
の
勢
働
を
著
し
く
費
す
こ
と
を
要
す
る
仕

s

に
於
け
る
齊
通Q

熟
練
に
ょ
。
、

一
個
人
が#

2

通

Q

熟
練
恭
し
く
は
未
當Q

熟
練
を 

以
' 0

て
V
て
は
四
ロ.

以
产
に.

仕
遂
，げ
る
こ
とQ

出

來

な

い

所

の

，
も

.

の
.
を—*

百

：に

し

，
て
.
成

し

遂

げ

る

と

し

た

な

ら

ば

、

%

く
の
如
き^ -
J I 

は

-.
#
_

:;
:;0灌

.:
1
|
_

穩

灌

_〕

_

没

嗲

る|:
-'6

.

^

練
及
^
菊
猶
卞
^
ー
つ
て
'生
產
せ
ら
る
A
所
.の
も
の
で
あ
る
。
3t
、
危
險
公
惡
臭
、
有
毒
瓦
斯
”
湯
氣
、'，
寒

氣

、.特
別
の
努
力
の
如
き
*
: 

特
殊
な
る
勞
働
の
種
類
の
價
値
を
增
加
す
る
他
の
事
情
が
苻
す
る」

と
述
，ベ
て
ゐ
る
。
斯
く
て
*
タ
ム
ソ
ン
は
リ
カ
ー
ド
オ
に
學
し
で
* 

^

■

■
领

顔

暴

慟

- ^
單
满
勞
漏
疋
分
解
し
、
'證

を

勞

«
時

覆

:1
兀
し
^

1

_に
表
現
し
>
ー；以
っ
て
'.

勞
働
は
人
間
社
會
の
0 

'移
し
つ
、
あ
る
翦
情
の
マ
に
於
い
て
は
富
:^
目
^

の̂
相
對
的
«
値

の

.1
£

«
な
る
尺
度
で
は
な
い
が
、
而
も
パ
そ
は
最
も
ょ
く
這
般
の 

標
準
|?
:
接
近
サ
る
:;
^
の
_ー
で
あ
々
、
，
叉
.、
ー
吾
人
が
_

擎
 

を

法

張

す

る

の

：
で
；
あ

：
る

-0
-@
0:
:-
$

 ̂

.

.

而
も
フ
彼
九
は
純
然
於3

通
商
上
' 0

目
的
を
以
つ
文4

植
揭
地
が
狹
隘
な
：る
本
毛
ぬ

 

典
の
：附
近

. 

-に
於
け
；:.

^

#

な
る
不
毛
她
の
價
値
は
其
の

(
上̂

費
さ
れ
た.

勞
働
量
に
；ょ0

,

て
決
定
：せ
；ら
れ
、
而
し
て
其
の
勞
働
量

i

-
苟
も
氣
候
及 

び
便
宜

.

0
-'
*

し
た
物.

品
を
、.

之
れ
と
；品
質
相
等
し
き
物
ロ
叩
亦
最
も
您
廉
に
接
近
し
得
る
市
場
ょ
ヴ
し
て
：輸
人

.

せ
ら
る〜

を
得 

の.

條
件
を
以
' 0

て
、
販
寶
し
得
る
が
爲^ .

に
，其
の
上.

に
費
す
こ
と
が
麵̂

せ
ら
る
X
と
論
じ
、
而
し.て
、.馨

畑

、
柑
橘
林
又
は
榖
圃
に
;«
'

>

5這
般
，の
勞
働
の
總
高
並
び
に
、
所
響
本
の
必
要
な
る
利
潤 

及
び
管
理
を
合
訃
し
た
る
高
ょ
^
も
、
更
ら
；に
多
く.の
.貨
幣
が
要
せ
ら
る\
と
_し
た
な
ら
ば
、
そ
は
損
失
な
く
し
て
費
さ
る
、
こ
と
を 

得
な
.い
、
蓋
.し
、.其
.

0

地
點
P
坐
產
物
は
，
競
郇
的
外
國
品
A
圆
ふ
に
必
要
な
る
年
々
の
耕
作
：や
費
用
並
び
把
放
ド
せ
ら
れ
た
資
本
の 

禾
子
^
償
造
ず
る
之
と
な
ガ
る
可
き
が
故
で
あ
る
と
說
き
な
が
ら

* 

■ 

n

丨
ェ
シ
タJ
ル(

E
s
t
^
r

 

Loweathal)

陣
士
の
指

摘

せる
が

’如
.く
、( T

h
e

 

Ricardian 

socialists, 

19.1.1, p. 33.)、

如
何
に
し
て
利
潤
が
勞
働
の
名
辭
^
還
元
せ
ら
る
可
き
が
に
言
及
す
る
こ 

と
が
な
が
っ
た0
で
^:
る
0(

§
|
:
1
1
0,
&
§
'

?

1

3‘'
>
0

:

.

.

.

.

■

.

.

.

ン
ソ.

.

■

'
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-
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.

.
'
三
 

'
. 

.
へ
，
：
.
：
，
.：

,

タ
ム
ソ
：.ン
は
其
の
；論
：旨
を
進
め
る
o
萬
有

o .
本
性
0
許
容
す
る
生配
に
對
17
,る
最
.も
..强
大
な
る
刺
戟
で
あ
り
、
■又
、
最
大
な
る
生
産 

に
.對
し
ゴ
必
要
な
る
も
0.
は
之
れ
を
生
產
女
'る
者
に
齋
働
の
，產
物
を
歌
べ
使
麻
_
し
む
る
0,
保
證
で
あ
る
0
:
.
9 :
1面
學
會
雜

誌』
第
一一 

十
六

卷

第

十

號

所

載

飿

§
『

赁
銀
擧
說
史
上Q
收
益
說』

五
：〇1
二.頁
參
照)

o
然
し
な
が
ら
、
斯
く

の
如
く
生
產
者
を
し
て
其
の
.勞
働
の
所 

:產
を
安
全
に
確
保
し
使
用
せ
し
*
る
：：こ
“と
\

鍵

ぎ

：に

述

：
べ

.た
如
ぐ
< 
社
會
の
各
員
に
對
し
て
幸
福
0 :
#
等
な
冬
配
分
を
享
有
せ
し
む 

る
こ
と
、
は
相
主
に
相
：容
る
、
'も
.

Q

で
あ
ら
ぅ
か
0
.
'
分
配
0.
,带
等
.は
.生
產
を
し
て
豐
富
尔
ら
1>
^
る
お
ら
ゆ
：る
努
^
 ̂

. 

^

^

#fe
-
3^>
o
M-
tt
s

B

、̂「

^;
f
c
\
A
_
c>
;

—
*^
tt
/̂
_

s
fe
>̂
 ̂
ィ
.レ
ン
マ
が
存
す
る
。〉

^
に
、『

如
何
.に
し
ー
て
平
.等
を
^
固
と 

'.
':;
調
和

：^
し
め
、
如
何
.に
し
て
■

な
る
：分
，配
を
持
_

る
生
_
と

-

_
し
む
可
:̂
な

_と
ー
蒙
解
_

ら
条
き
衡
理
科
學
の
：：重
耍 

^
る
間
;;
:̂

.が：存
す
る」

と
。(

g

M

f

p
.xi

v
.
〕o
.

ベ
.ン
サ
ム
は
安
固
が
平
等
よ
り
も
一./i
r
重
要
.で
あ
^

而̂
し
.て
、
是

：れ

等

の

も

0 ,
が
相 

力
H

盾
な
含
を
得
な
い
場
合
.に
は
、
常
に
.平
等
は
拋
棄
せ
ら
れ
.な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
と
答へ

. ：

る
0
.適
當
な
.る

政

策

は

社#-
|:
-
私

有

財

產
 

:

の
趣
柢
0
:1
1
に
’
®
が
：し
め
、

W
し
て
漸
次
的
改
革
に
よ
っ
て
平
等
に
到
達
す
る
に
あ
る
。(

民

：
: 

weer, ■ 

A

 :.'History 

-of, 

British.̂
, 

s

l

f, 

0̂̂
 

t

o

o

o
 

.

然
し
な
が
ら
-
マ
ッ
ク
ス
•ベ
；

の
.如

し

此

€>
.點
に
於
い
て
、
タ
ム
ソ
ン
は
べ
ン
ネ
ム 

よ
'り
外
れ
て
、
オ
ーH

ン
の
軌
道
に
接
合
す
る
と
#
し
、
前
者
が
安
固
に
執
箸
せ
る
に
反
し
、
後
者
は
平
等
を
固
執
す
る
.に
.至
れ
る
も
. 

の
と
觀
.る
は
、
吾
人
の
同
じ
得
ざ
る
所
で
あ
る。

(

I

し
。
夕

人
ソ
ン
，は
本
書
中
に
於
い
て
ゆ
、飽
く
迄
も
安
固
の
'制
度
：を
固
執
す
.る
。
' 

彼
れ
に
從
へ
ば
、
富
の
分
配
に
於
け
る
不
{女
16
1

‘即
ち
富
の
對
象
に
し
て
、又
宰
福
の
手
段
た
.る
勞
§
の

所

管

其

の

坐

驗

よ

.り
强
制 

.

-,
..
'

1
經

濟

書

解

題

,

'

へc
m

l

.

.
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的
に
取
り
去
る
の
.制
度
は
斷
じ
て
最
大
幸
福
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
れ
は
平
等
の
爲
’め
に
安
闹
を
棄
て
ず
し
て
、
兩
者
t
結
.̂
 

せ
ん
と
す
る
。
タ
ム
ソ
ン
は
平
等
な
る
安
|̂
1
を
通
じ
て
の
み
、最
大
乾
福
は
實
現
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
思
惟
す
る
0 (

前
揭
霧
^:
/|
;
0现
：
 

I
六
頁
參
服)

。

• 

‘■
 

,

.

..
'..'

べ
ー
ン
：
サ

ん

の

功

利

生

義

0'
;
*
藝
^.
る
特
色
_
る
_
取
^'
の
.雜
法
が
、
：
^
^

す
る
が
爲
め
に
利
用
せ
ら
，る
X
に
至
る
迄
に
は
、
猶
ほ
若
干
の
期
間
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
タ
ム
ソ
ン
は
前
述
の
如
く
、
. 

勞

働

.w
ff
l
學
說
を
信
奉
し
な
が
ら
も
、
'偶
ガ
這
般
の
方
向
に
其
の
步
を
進
'め
て
ゐ
る
。
彼
れ
日
く
、
’(

一
一
十
日
間
引
き
續
き
小
顏
使
用■ 

し
、
恶
し
く
は
三
十
倍
の
分
量
を
使
川
す
る
人
は
、
單
ー
な
る
配
分
を
使
用
す
る
三
十
人
の
消
毀
者
に
等
し
き
享
樂
.を

之

れ

あ

り

し

て

： 

取
得
す
る
こ
と
な
か
る
可
き
で
あ
る
とc 「

奪
し
、
彼
れ
等
の
各
々
ぬ
取
傅
の
新
奇
を
享
樂
す
可
き
で
あ
る
が
、
最
初
の
も
の
队
後
の
あ
：
 

ら
ゆ
る
部
分
は
愈
々
益
々
斯
く
の
如
き
性
質
を
失
ひ
、
而
し
て
三
十
配
分
の
消
費
者
に
對
レ
て
は
漸
次
無
頓
着(indifferent )

^:
爲

る 

可
き
が
故
で
あ
る」

。

加
之
、
避
れ
等
三
十
人
が
之
れ
を
食
ふ
單
純
な
■る
肉
體
的
享
樂
は
等
し
く
享
樂
し
つ
、
あ
る
周
圍
の
紫
の
滿
足 

に
就
^
で
.の
同
情
0
快
感
に
ょ
っ
：.て
增
加
せ
も
&
«1
-奪

れ
た
る
者
の
嫉
妬
と
怨
恨
と
に
よ
つ
て
減
少
せ
し
め
ら
れ
て
殆
ん
ど
無
に
歸
す
可
き
で
あ
るO

入
isr
pu
こp.'93.)o

タ
ム
ソ
ン
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、

.資
本
階
級
は
政
權
に
よ
つ
て
勞
働
の
所
產
を
坐

.產
者
の
承
諾
な
く
し
て
掠
取
す
る
。
是
に
於
い
て
平

> 

总
よ
り
生
ぜ
し
め
得
可
き
缺
大
幸
福
を
實
观
す
，る
新
た
な
る
社

#
制
處
は
打
ち
建
て
ら
れ
な
ホ
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
？
分
配
の
自
然 

ー
法
則
丨
即
ち
之
れ'^
遵
守
す
る
こ
ど
が
甯4
1
誘
導
せ
^
る
>
;最
次
宰
福
を
脱
得
ず
る
；が
爲
め
；に
必
寒
な
る

~-
.
般
^
則
は
、
第
へ
ー
に*

.

總
べ
て
の
穷
働
‘は
邦
の
方
向
及
び
續
否
に
關
し
て
自
山
甩
つ
任
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
-
第
一
一
に
.
、

勞

働

の

總

べ

て
の
鹿
物
立
是
れ
等 

の
も
の
、
屯
產
弈
に
對
し
て
確
保
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
•ぎ
ー
ー
に
、
是
れ
等
也
產
物
の
總
べ
.て
0
か
义
換
は
自
由
且
っ
任
貪
6
^:
げ

れ
ば
.な
ら
ぬ
.ご
：と
を
命
ず
：る
。

： (ibid.,.':p 
デ
.
6
'
,
;
I
:
7
^

)

o
,Bl
l̂

資
す
^
道
般
め
真
個
真
つ
^
等

な

各

安

固

：は

夂

最

大

可

能

な

：
る

通

を

齎

す

^
0
'で
お

：る0
,
^

•
:四 

f
 

• 

•

.

.
:ク.
ソ̂

ヤ

は

赏0
:强
制
的
不1

_
に
，ょ

つ

て

實

際

に
；坐
ぜ

し

：め

ら

：
る

.、
：害

惡

_
ぬ

就
^
て
«
べ〖

る
。
：第

|::.に
其
(0
偸

理

的

害

.惡

と

し

て

.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

- 

-
-
-

:擧
ぐ
可
倉
も
の
.は
左
：の
.如
く
で
あ
妒
0 (

3
富
0
過

度

：
の
：本

：平

等

、

.

.即
ち
分
^
の
自
然
法
則(

：
自

由

勞

働

、
其

の

：產

物

の

、
完

全

な

る

用

益

.

.

*

及
び
：任
意
交
換

)

を
支
持
す
る
に.必
要
な
る
も
の'以
上
：に
出
で
た
總
ベ
て
の
不
平
等
は
ょ
り
犬
な
る
人
數
の

：

幸
福
.の
總
體
を
減
ず
る
に 

ょ
つ
ー
て
、
、人
間
め
孳
樂
0
緻
額
：を
減
ず
る
？

(

1
:
0そ
は
其
の
：結
果̂ 

附
加
¥
る
所
が
な
：い
。

(

1
1
|

)

そ
.は
ょ
ゎ
大
部
る
配
分
：を
有
す
る
者
？

延
.い
"て
：
は

又

、
挺

厄
.を
生

：ず

：る;.
0(

四)

そ
；は
仰
望
と
模
倣
去
を
激
生
::
1
.々
斯
く
':
1
>て
交

の
も
の
、
肋
に
：弘
布̂
る
か
r
若
し
ぐ
は
甚
し<■
■富擦

な
：：：

る
者
：̂
觸
ず
态
彼
れ
等
ぬ
相
對
的
地
俅
ょ
り
生
ず
幺
他
め

^
^
^
^

間
に
.生
ず
る0:
:
第
ー
へ
ー
に
擧
ぐ
可

^;
も
0
は
#
の«
濟
的
#
惡
で
あ
.る
。
2

)

過
度
の'富
の
年
.々
，の
：所
得
は
木
生
產
的
勞
働
者
等
に
ょ

つ
_ 

:て
消
費
せ
、ら
れ
、
：，
斯
く
，て
又
、
；

.其
れ
だ
け
：國
民
的
勞
働
の
.坐
產
物
0
年
々
：0

も
不
安
間
旦
つ
不
平
等
で.

あ
b

r r

く
て

.

叉
國
民
的j

i
;

i

f c

資
す
るm

と
最
も
少
な
き
技
術
及
び
職
業
を
獎
勵
す
る
。

： .第
：三

に

擧

ぐ

可

き

.

. 

は
其
の
政
治
的
赉
惡
で
あ^

て
、'

そ
ほ
其'Q

敎
育
：に
於̂

て
：芷
；し
秦
れ
を
行
使
ず
る
の
資
格
な
く
ぃ
へ
孓

^
^

害

と

相

反.ず
.る

利

寄

を

有

す

：
る

者

に

：
ょ

つ

，て
；立

法

1行
：政
及
び
：司

法

.0
:
-權
を
篡
奪
せ
.し
.む
ダ
ゆ
：結
果
と
.爲

る

：
の
：
で
：
釭

^
?
9
i
d
.
, 

p
p
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loo
b
-
2
2
o
v

)
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久

一：，
；；

.へ

.
：
論

隱 

：：_

以
外
着
何
な

I

の
と
も
相
容
る
さ

と

な

く

、
醫
民
を
し
て
戰
役
を
好
ま
ざ
ら
し
め
、
彼
れ
管
し
て

.防
備
を
强
固
な
ら
し
^
、
 

::

犯
®

f

し
巧
き
最
大
な
る
動
機
を
除
去
し
、
行
政
誓
最
低
の
蒙
に
下
降
せ
し
め
、
而
し
て
總
ベ
て
の
：宗
醫
體
の
支
持
を 

S

な
ら
し
む
る
j

す
る
。
第
.一
一に
經
濟
的
方
附
を
觀
る
に
、
.生
産
は
急
速
に
.

れ
迄
知
ら
れ
ざ
る
範
園
ま
で
增
加
し
、
★
 

.‘沐
はS

3
敌
せ
ら
れ
る
。
.
.
第
三
.に
倫
理
的
方
面
を
觀
る
に
、
過

ぎ

爵
と
過
度
の
富
と
は
社
會
ょ
り
除
去
せ
f

v
が
I

、：：奢
多
と 

,■缺
I

:が
ら
必
然
的
に
纸
じ
て
球
る
滕
禪Q

不
徳
は
殆
ん
ど
根
絶
せ
I
め
ら
る
、
の
で
あ
る
。(

g

f
 

?
 

223-271

し
。
'

-ィ

.

.

.タ|

ソ
シ
は.又
、
：
知g

の
取
得
I

普
I

以
つ
て
、I

及
び
享
樂$

加
し
、
翁
の
自
然
法
則
のI

s

保
す
る」

手
段 

.

.

.

. 

:

.. 

■

.

.
 
"•、

U

い
售
者
は
：不
1

塞

制

度

I

結
果
す
I

一r
.力

；法

を

養

の

：
自

然

法

則

に

基

.け
る
任
意
的
方
法
に
歸
せ
索

f

て
S

限
8

1

、
平
等
を
■

す
る
の
手 

:

▲

を

論
じ
：て
ゐ
る
o 

I

,
 

pp.., J
6
:
3
S

輪

同

盖

較

ま

れ

た

：る
I

び
■幸
福
取
得
上
篇

2

個
人
i

f

利

"
'-■
•
/
/
し
.
.て'ゐ
る
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r
'最
後
に
、-タ
ム
ソ
ン
は
財
富
分
配
上
.に
於
け
る
任
意
的
平
等
：の
_

|

質
的
及
I

性
的
諸
相
暴”

而
し
て
I

的
協
同
に 

依
る
：S

度
は
S

て
實
行
可
能
な1

C
問
題
を
論
じ
裏I

い
て
：ゐ
る
。
貪

.『

如
何
に
し
て
8

1

安
固
と
分
配
の
平
等
を
調
和
せ
し
む
？

か』

I

.ふ

.犬

麗

.の
解
決
を
合
理
的
爾
罜

8

f

だ

け

の

大

豐

を

有

し

て

廣

っ

た

人

が

霉

此

欠

£

丨

I

f
 

I
オ
,
土
.ン
i

あ
るo

相
互

.的

驚

嘉

配

Q

雪

と

は

彼

れ

累

っ

志

'
I

作
I

用

尝

あ

つ

I

f

ヽ

1

5
。

彼

れ

綠

產

物

容

量

袭

分
配
が
現
實
の
蓄
積
及
び
分
配
に
比
し
て
遙
.か
に
重
要
な
る
も
P
と
觀
る
。「

凡
俗
の
眼
は
常
に
、
特
^̂

れ
た
際
に
‘
蓄
積
せ
ら
れ
た
太
量
に
驚
が
^
れ
る
。
年
々
坐
產
せ
ら
れ
消
費
せ
ら
る
、
大
量
は 

> 大
河
の
永
遠
に
し
て
：又
數
へ
る
こ
と 

の
出
來
ぬ
波
0;
如
'
<に
移
_
し
て
、
忘
れ
去
ら
.る
¥
消
費
0:
:
:大
洋
中
に
消
ぇ
て
行
く
0
然
し
な
が
ら
、
全
人
類
は
、
墓

に

殆

4
ど
總 

べ
て
0,
滿
玛
0
み
.な

び

ず

、

存

庙

を

す

ら

；
此

0
永
遠
の
消
費
に
仰
ぃ
で
ゐ
る
o
.避
れ
等
年
產
物
0
分
贵
及
び
分
配
は
須
ら
く
考
察
の
M 

高
の
對
戴
た
：る
岢
ぎ
で
黎
石
？
響

の

蓄

稹

は

結

脉

第

-:
次
的
重
要
_
§
,
も
欢
で
^
ル
ィ
而
し
て
取
坐
產
物
0
分
配
に 

響
か
ら
斯
如
名
重
要
性
：の
.：殆

ん

ざ

谶.べ

古

を

事

得

す

各

の

^
あ

憂

：；
富

ょ

ト
^̂
^

'の
：は
斯̂

の
如
含
見
地
ビ
择
い
て̂あ
”る
々
 

'規
賓
の
蓄
積
及
汶
分
齓
ば
常
に
坐
配
が
ガ
ビ
-
馨
じ
ぞ
她
駅
し
で

 

て
乘
た
の 

で
あ
る.。
殆
ん
ど
總
べ.て
の
他
の
體
系
に
於
い
て
は
、
'坐
產Q.

力
は
蓄
積
に
、
又
现#
分
配
様
式
の
永
久
化
に
關
聯
し
目
'
つ
從
屬
し
て 

薄
察
せ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
：る
。
强
カ
、
祚
欺
及
び
偶
然
の
給
果
を
永
續
せ
し
む
る
こ

.と
が
安
固
と
呼.ば
れ
て
來
た'
而
し
て
、
人
類.. 

の
勘
へ
て0
生
產
カ
.は
此
の̂

り
の
_安
0-
を
^:
持
.す
る
が
爲
め.に
假
借
す.
.る
所
な
く
犠
牲
た
，ら0.め
ら
れ
て
來
た
の.^
あ
る
0
.而
も
.、 

:本
: «
_
に
於
い
.
.て
は

、
ー
：如

何
.
'̂
>實
際
0:
分

看

式
^
雖

ぢ

^
#.
竄
乾

を
助
成
す
石
に
資
す
.る
場
合
を
除
い
て
は
、

一
瞬
間
の
願
慮
に
も
値
せ
ざ
る
こ
と
が
、书
張
せ
ら
れ
る」

。(ibid., P.' 

500
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へ
然
し
な
が
ら
、
：グ
ム
ソ
ン
は
、
.彼
れ
が
本
書
の
述
作
に
從
事
し
つ
、
あ
つ
た
當
時
に
於
い
て
は
、
未
だ
前
揭
の
原
則
を
最
も
能
く
追 

求
し
得
可
き
社
#
形
態
に
關
し
、
{元
全
に
明
確
な
る
觀
念
を
有
し
て
居
ら
な
か
つ
た
。
彼
れ
は
此
の
書
の
卷
末
‘に
於
：.い
七

.
、

這

舷

の

望
 

ま
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配
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澤
岑
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間
接
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賃
銀
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制
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務
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す
る
知
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紫
め
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占
、
保
睡
金
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权
興
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他
平
等

 

：： 

則
と
：相
容
れ
ざる
總
ベ
て
の
方
策0
完
全
^
る
廢
止
>
.
.
Q
j
:

M :
識
の
進
磐
及
び
普
及
並
び
に
總
べ
、て
の
社
會
に
ょ
る
其
が
眞
利
害
の
漸

：

★

版
：經
濟
霞M

..
, 

.

■

V
- 

- 

,

.'

.
'0-
1
.へ
四
-
三
 J



p K S i i i i S *
純 ス破 ^  

へ a す ^ ; ダ ，ず fl  

すが ’  ' '

' : % V '祝 , r  ：> , 、へ•'， 
ぐ Vジ n v ニぐa y ンぐ、Ov r > W い、， i '  ノピい>r りへ ぐ u … ア ぃ ’‘ •; ; V-  '

， ' パ ' 、 パ - 、り い ） バ :
げ ' % V ' V 3 へ、 ：4 * パ：丨'l̂ v h  I  _ 輸 龜 _ _ 處_

へ\ . “ H  :ハ . パ ベ 1

鑛 廳 .丨s i ! ® 議_ i _ 議 I 議證 _ 鑛 _ 鑛 _ _ _ _ i i i i l
> '  … , T H K  P R I N C I P L E  O K  f . • パ 4 い. V

? V f , へ 、 ，レ Vパ
*リ *、ァ ，K . . パへぐパイ ' 1、メ塒ン“

% \ ) t  ® t 0 t i i 6 u t i o n  . o f  職 e 讲 | i  ペ :麵

, * ; / s

MOSC CONPUCIVB T O 、 い ,
.，こふ，づ消 v う f..-ブ <i、:̂ *Vv n i
.Ti'ti> c  o .ス、< 、:ぐ1I I  U  lVl A  N  I I A P F 1 N K S S ;
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千
八
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五
十
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之
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猶
略
し
て
出
版
し
た
.ゥ
ィ
リ
ァ
ム
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へ
丨
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W
H
l
i
k
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が
其
の
序
文
中
に
於
い
て「

印 

屈
機
ヵ
ら
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產
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書

初

版

上
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.當
時
に
於
い
て
は
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の
進
步
せ
る
敫
義
を
受
け
容
る
備
が
人
の
心
に
出
來
て
ゐ
な
か
つ 

た
と
稱
し
て
ゐ
る
が、(lbid.y

然
し
な
が
ら
、
夕
ム
ソ
ン
の
文
體Q

瑕
施
が
此
の
著
の
效
果
に
障
害
を
與
へ
た
も
の
と
も
觀
る
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と
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來
る
彼
れ
は
べ
ン
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に
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醉

す
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餘
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啻
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に

其
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，
學
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み
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な

.ら
ず
、
不
幸
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し
て
興
の
文
體
を
も
採
用
し
た
と
稱
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れ
て
ゐ
•る

其

Q

冗
長
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な
る
文
體
と
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靈
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/■六
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:

-

タ
ム
ソ
ン
は
此
の
著
出
版
の
翌
年
、
即
ち
一
千
八
百 
一
}ナ
五

年

を

以

.っ

て

其

の

«

0

1

の
一
半
撕
ち
婦
人
：の
、
他Q

一
半
却 

ち

擧
Q

生
張
に
對
す
る
抗
論」

〈
A
p
p
e
a
l

 of 

one half the h
i
a
n

 

I

, 

^
 

^
 

I

r
 

half, -Men, to retain them in political, and 

thence 

in civil and domestic, slavery; in reply to a paragraph 

of Mr. 

MilFs celebrated 

- Article on 

G
c
v
e
r
n
m
e
n
t
.
o

を
公
に
し
たo

本
書
は
タ
ム
ソ
.ン
が
、麗
人
フ
ゥ
ィ
ラ
丨
夫
各 

の
，境

遇

に

ょ

っ

て

明

か

と

爲

れ

る

.が
洳
き
婦
人
の
法
律
盼
及
び
政
治
的
無
能
ヵ
を
强
べ
潰
る
0
念
に
發
す
る
も
の
.で
|

0
此
の
書
の 

•卷
頭
に
は
に
夫
人
に
究
て
た
書
翰
が
揭
げ
ち
れ
て
ゐ
る
。

p
p
.

づ
-
づ̂
.

)

0
當
時
の
社
會
中
；義
者
は
槪
し
て
皆
、
婦
人
0
1
利
及 

レ
び
兩
性
の
苹
等
な
る
自
凼
の
.
_士
.で
あ
^
た
0
'
;
'
;'
.'

:

翁
者
の
意
見
に
據
れ
ば
、
個
人
的
競
爭
が
依
然
と
し
て
全
社
會
の
栽
礎
で
あ
り
、
個
人
的
富
が
乾
人
に
依
っ
て
追
求
.せ
ら
る
、
大
目 

的
で
f

、
而
し
て
他
め
事
情
に
し
て
相
等
し
と
し
た
な
ら
ば
、
各
個
人
の
享
有
す
る
幸
福
の
量
ば
彼
れ
等
の
所
有
す
る
富
S

に
依 

賴
す
ス
現
: ^
の
社
會
的
布
遭
_

に
往
つ
て
は
、
.縱
令
ひ
不
平
等
散
る
法
律
上
及
び
倫
理
忐
制
限
.に
し
て
悉
く
撤
廢
亡
ら
れ
而
し
て 

如

何

な

.る

勢

力

の

;：
#
流
も
平
等
な
る
正
美
.の
新
た
な
る
支
配
を
無
效
な
ら
し
む
石
の
作
用
を
爲
す
こ
と
の
；な
、€

合
に
於
い
て
す
ら
、 

奢
人
は
男
子
と
平
等
な
.る
幸
福
に
到
達
し
得
る
こ
と
が
不
可
能
な
る
.の
觀
が
あ
る
。
或
ひ
.は
奴
講
働
と
云

.ひ

.、

.

.或
ひ
は
i

勞
働
と 

,
し
、
.
.是
れ
.迄
人
間
社
會
.に
行
は
れ
た
勞
隞
制
度
は
區
々
で
.あ
つ
た
。
或
ひ
は
君
主
政
治
と
茇
ひ
、
或
レ
は
貴
族
政
治
''
<
?
:
稱
し
、
蒞
し
，
 

く
は
.民
主
政
治
■

ル
で
吾
人
を
支
配
し
た
政
體
は
種
々
で
あ
っ
たo

0
レ
.

なが
ら
、
男
子
の
讓
ば
：如
做
に
變
化
流
轉
し
て
も
、
彼 

れ
等
は
常
に
女
子
を
其
の
奴
■
と
し
て
保
持
し
て
來
た
o
'婦

人

の

.體

カ

が
裂
ょ
り
も
常
に
劣
っ
て
ゐ
む 

|

の
爲
め
に
屢
I

働

不

能

の

狀

態
.1

る
p
i一
事
情
は
、
財
富
獲
得
の
競
I

裡 

永
く
见

子
の
其
れ
に
比
し
て
效
果
少
な
き
も
の
た
ら
し
め
る
.の
セ
あ
る
。，：而
し
.て
這
简
能
カ
の
先
天
的
劣
等
.に
加
.へ
士

、

：理

性

あ
.る
：
獨

立.の
.
人 

間
と
し
て
0
婦
人
0
宰
福
：に
蜜
す
苛
き
.
1切
0
有
用
な
る
性
質
ゆ
、
今
や
與
子
^
專

制

と

：
嫉

妬
.と
に
构
っ
.て
其
0
發
達
を
抑
滕
せ
ら
る 

V
に
至
.っ
た
。
男
子
は
自
己
の
直
接
享
樂
に
役
立
づ
も
の
、
外
.、
.如
何
な
る
有
用
办
义
性
質
と
雖
も
女
子
の
內
に
養
成
せ
ら
る
^
許
す 

こ
と
が
な
い
。
婦
人
は
或
ひ
'id
比
認
の
床
の
上
に
於
い
て
见
子
と
共
に
酋
能
の
滿
足
を
享
有
•す
る
こ
と
•が
出
來
る
と
稱
す
る
か
も
知
れ 

ぬ
。
併
し
*
が
ら
广
¥

0'
^
に
：#
¥

て
1「

婦
太
ば
其
_
故
望

:'
0
:滿
足
^
 

よ
り
も
一
層
男
子
の 

奴
！！

た
る
こ
と
の
多
い
も
の
で
あ
る」

o
 

(ibid,, 

p
.o\
-
l
.

)

o 

個
人g:

谶
爭
CD
-f
に
齡
タ
て
.也
，
：强
カ
ば
.ー
切
め
物
を
襻
^

ー
袖
人
的
競
淨
は
，
^
^
®
^

の
補
償
を
も
與
へ
て
ゐ
な
い
o
邳
子
は
瑣
末
な
る
物
質
的
富
の
給
與
に
よ
っ
て
婦
人

•の
，
！
：
由
を
^
ひ
、
而
し
て
永
く
彼
れ
等
を
し
て
共 

の
奴
隸
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

.取
純
な
る
動
物
的
肉
欲
と
指
撖
命
令
の

^-
樂
と
は
、
現
存
の
社
會
に
於
け
る
男
子
が
大
多
數
の
婦
人 

よ
b
求
む
る
_

一

 

の
快
樂
で
あ
る
。
其
の
奴
'轉
に
し
て
愈
々
美
し
く
し
て
愈
々
繊
弱
な
ら
ん
か
、
此
の
野
獸
の
快
樂
は
愈
々
大
で
あ
る
。 

妳
獸
的
與
子
は
婦
人
と
の
平
等
な
る
交
際
か
、ら
生
ず
る
知
識
的
同
情
的
悅
樂
を
享
有
す
る
こ
と

.が
出
來
ぬ
。
恰
度
•
そ
れ
は
腿
嵐
が
日 

の
I旗
み
に
浴
し
た
地
上.Q1l
t
银
.に
.於
け
.る
美
^
光
■と
.を
享
樂
す
る
こ
と
の.出
來
ぬ
.
.の
と
ム'般
：で
あ
^
。

醬
者
に
從

'<
>
ば
、
與
女
兩
性
間
：に
：
#
輕
0;
»
の
¥
罾
を
生
_
レ
む
..る
^
ひ
|±
-
.
、。惟
り

共

の

相

互

協

同

あ

る

のみ
で
あ
る
。rn
Ml
の
世 

界
に
於
い
て
は
、
婦
人
は
筋
力
の
點
に
於
い
て
见
子
と
等
し
く
勞

働す
る
こ
と
を
要
求
.せ
ら
る
X
も
の
で
は
な
い
。
彼
れ
等
は
唯
だ
共 

同
の
幸

福.
'に
對
し
て
興
0
能
ふ
所
の
.も
の
を
貢
献
す
れ
ば
见
る
。
先
天
的
た
る
と
後
天
的
た
る
と
、
又
精
神
的
た
る
と
肉
體
的
た
る
と 

を

問

は

ず

•

一

 

切
の
能
力
に
し
.て
：提
供
せ
ら
れ
、
利
用
せ
ら
れ
ん
か
、
.
_
,
そ
は
協
同
ぬ
世
界
に
在
っ
て
は
等
し
く
尊
重
せ
ら
.る
、
0
で
.あ 

る
o
:共
同
は
男
.子
か
ら
あ
ら
ゆ
る
應
迫
の
手
段
を
奪
ふ
が
故
に
、婦
人
ん
は
^t

等
な
る
菔
從
に
サ
ん
ず
：可
き
理
由
を
有
せ
ざ
る
に
至
る
。

' 
古
版
：經
濟
書

：

解
.題
.' 

: 

:

/ 

: 

<
0

^
 
-
 

 ̂

.



而
し
セ
タ
：$

ン
は「

婦
人
0
隸
霉
が
男
子
を
無
知
と
專
制
の
窖
惡
と
：に
括
り
附
け
た
と
：等
し
<-
、婦
人
の
解
^
は
>
知
識
と
自
曲
と
幸 

福
と
を
以
つ
て
男
子
に
酬
い
る
の
で
^
る
し
と
論
結
す
る
0

^
^
^
, 

P, 2
1
3
.)。

■
吾
入
は
.久
ル
い
以
前
に
、
此
の
：ク
み
ソ
ン
の
第
一
ー
著
を
邀
礎
と
し
て
小
論
.文
を
.草
：し
た
こ
と
が
あ
名
。
大
正
士
一
年
版
拙
著『

協
同 

主
義
へ
の
道』

中
に
收
錄
せ：

ら
れ
て
ね
る
も
&
が

是

れ

セ

あ

，
る
-:
°

窗

書
の
.扉
を
第
一
函
と
し
て
揭
げ
る
こ
と
、
し
た
。
私
藏
本
は
著
者
が
其
の
友
人
ボ
.
1
'
ル
ド
.ゥ
ィ
ン(

«
訖

3.
!
!
1

)

に
騰
呈
し
た
も
の
で
あ

:

:

.
:
:
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i
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.
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マ
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.
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. 

• 

- 

- 

'
タ
ム
：ソ
シ
は
1
千
八
百
ニ
十
七
年
其
の
.第
三
著『

酬
い
ら
れ
た
る
勞
働
1
9
&

0自

R
e
w
a
r
d
e
d
，
T
h
e

-olaims 

of 

Labour and 

一
 

r 

: 
一- 

>
-
•
.
•
- 

. 

. 

.
'

■.:
•

,

「

：

- 

-
. 

:

.
.

,

-

:■
.

Capital 

coiiciliated ; 

or. 

H
o
w

 .tosepure to 

Labour;, 

tiie whole 

p

.Hoducts 

of its e
x

-.^tlons. 

B
y

 one 

oHh
t
h
e 

Idle

Classes .}.

を
出
版
し
た
,0
本
讲
は
、
勞
働
は
價
値
の
唯
一
の
創
造
者
で
あ
る
と 
一

K.

ふ
獨
斷
的
意
見
ょ
n
出

發

し

て

、

ト

ー

マ

ス

.
•
ホ
ッ 

、チ
”ス
キ
ン(

T
h
o
m
a
s

 

ffiodgskin)

の
一
千
八
百
ユ
ー
十
五
苹
の
著L

a
b
g
r

 D
efended

•
に
現
れ
た
非
資
本
主
_
的
侗
人
的
屯
產
の
半
無 

政

府

、壬

義

的

主

張

に

對

抗

し

，
て

、

_
述
せ
る
意
ML
の
悲
砠
の
上
に
オ
ー

エ
ン
流Q,

社
會
主g

的
議
論
を
展
開
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
ホ 

:

ッ
；デ
ス
キ
ン
の
著
は
非
資
本
虫
義
的
階
級
调
モ
的
精
神
を
以
づ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
.資
本
は
生
産
的
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
資 

本
の
所
有
者
は
國
圾
的
收
益
.の
如
何
な
る
配
分
に
對
し
て
も
權
利
な
き
も
の
で
あ
る
と
推
論
す
る
。
然
る
に
タ
ム
ソ
ン
の
主
張
に
據
れ 

.ば
、
精
神
的
勞
働
者
は
®
|
3
;
的
意
義
に
.於
け
る
富
を
生
靡
す
る
.も
0
と
稱
^-
ら
.る
\
こ

と

能

は

：ざ

る

が

故

k
、.

斯
く
の
如
き
推
理
は
是
：
 

れ
等
の
人
々
.ょ
り
し
.て
所
得
を
奪
ふ
こ
と
X
爲

る

可

，き

で

あ

る

o
,報
酬
に
對
す
る
權
利
を
_
成
す
る
も
の
は
效
用
の
坐
產
で
あ
つ
て
、
，
 

物

質

的

富

は

單

に

其

の

一

分

枝

に

過

ぎ

ざ

る

も

の

で

あ

る

。
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■
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v 、はr，、ザ ̂ : f  へ* ?  S0I1>、T 1叫 w o r n  W…
' へを、 J> I'lCKKyi-^TUfc^T, 5



r
 

* 

ゴ

, 

T 

-匕

？
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 ̂

t
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Y
l
u
l
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1 

 ̂

 ̂

J
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 ̂

J
4 
I 

t
n
^
l
-
t
^
l
l
! 

J
1
? 

I 

^
. 

、
4

.

-■

.'
编

屢

灌

輕
. 

.

p

i

v

x

V:

クt

ソ
■

逢

■

披
露
文(

寒

I

I
息

に

於

い

、

^

•
原
理
に
完
全
:^
る
變
化
を
坐
ぜ
し
む
る
に
資
し
、
而
し
て
之
れ
に
代
ふ
る
に
更
ら
に
普
遍
的
な
る
快
樂
及
び
幸
福
に
役
^
つ
こ
と
•大
な 

る
渐
た
な
る
行
爲
の
諸
原
理
を
以
っ
て
す
る
に
孪
る
と
稱
し
て
ゐ
る
。
現
扭
の
行
爲
原
理
の
存
續
す
る
限
り
、
.'多
少
れ
靡
を
隔

C 

A

，恐
慌
.，に
次
ぐ
に
恐
慌
を
以
っ
て
す
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
此
の
體
制
の
.永
續
不
斷
の
慢
性
的
.災
禍
.は
思
ひ
に
胸
る
人
に
取
っ
て
は
等
^
く 

惱

::
^
し
>
こ

と

で

翁

,:
:0總
べ
て
の
も
の
、
|
織
中
に
馨
で
ぁ
り
、
總
ベ
て
め
有
用
I

現

存

麗

機

と

相I

致
す
る
も
の
で
ぁ
っ 

て
、
而
1
8
れ
迄
、
愚
蒙
な
-る
制
度
及
び
後
天
的
®
習
及
び
意
風
に
ょ
っ
て
、
I

に
難
せ
ら
れ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
抑
壓
せ
ら
れ 

::
^
^ -
っ
た
行
爲
の
_
原
理
は
喚
起
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

o

b

p 

a
d
v
e
r
f

 m
e
n
t
o
o

 

.

>タ
4
ッ
■

興
.舊

.

1
著
;#
''
1
1の

, «
; 1
に
濟

 ̂

塞

、に 

明
確
な
る
觀
念
を
荷
し
て
は
あ
ら
な
か
っ
た
。
彼
れ
は
當
時
に
在
っ
て
は
ノ
個
人
生
義
的
方
向
を
迪
つ
て
、
小
獨
立f

生
產
者
ょ
り
成
る 

社

.#
,を
目
_

し
な
が
ら
も
、
而
も
* 
口
バ
丨
ト
• 

T
ユ
ン
の
社
會
主
義
的
協
同
の
部
變
.强
い
賛
意
を
.表
明
し
て
吾
っ
た
の
.で
ぁ

，
 

'る
。
即
ち
、
_

れ
は
猶
ほ
獨
_
生
產
者
;:
0
自
由
に
し
て
原
—

,

民

主

的

社

會

备

聲

社

會

主

義

制

民

^
^
^

と
の
：間
に
：

覆

し

っ

S

『

酬
い
ら
れM

勞
働』

に
f
 

:て

「

は
斯
く
：

Q

如
き
_

は

全
く
其

の

管

^

溜
め
■

麻

。
：產

■

於

い

键

フ

維

は_
の
: ^
ら

養

暮

制

度
^
^
^
^

れ
た
.

|
に
し
て
|擎
合
拥
な
る
小
生
齡
者
の
組
織
に
對
し
て
、
協
同
の
制
度
を
擁
謹
す
る

O 

.彼
れ
は
唐
的
協
同
組
合
の
設
立
に
：依
る

. 

勞
働
解
放
の_
成
的
託
肅
を
立
て
た
の
で
ぁ
る
0

：

.

難
れ
め
意
見
に
谓.

ぱ
ッ
單
章
る_

ん
的
生
產
篇
っ
て
は
、
如
身
な
，
■

基

れ

迄

に

決

し

て

'
蓄

積

が

I

V

こ
^
^
<
y
x
y 

蓄

積

せ

ち

る

、

を

得

I

つ
た
。
.一
享
樂
を
愛
す
る
の

S

馨
て
大
で
あ
■令

る
こ
と
が
出
來
た
と
し
た
.な
^，S

"
.

此
o-
:增
加
ぜ：

る
生
産
办
殆
ん
を
全
部
は
自
我
的
^
し
：<-
は
社
.會
时
享
樂
に
供
叱
ら
れ
で
、
-

S
に 

'ぃ
當
'て)

ら

る

、

こ

石

が

な

い

：
で

ぁ

.
ヶ
0
:然
ふ
ぬ
、)

顏

；

巧

妙.に
し
：て
有
爲
.な
如
勞
働
#
が 

>
:
典
の
階
級
.の
率
均
.胤
費
額
以
.

14 .

に
坐
產
せ 

.る
，
も

の

、

ま

部

が

彼

机

；：に

ょ

.0.
そ
.蓄
積
せ
ら
れ
龙
と
想
像̂

 ̂

•

.彼
れ
比
是
れ
に
由
つ
.て
菩
人
於
耽
窗
ど
稱
す
る
恥
の
も
の
を 

取
得
ず
る
上
に
於
い
_て
如
何
識
ウ
步
集
む
可
ぎ
で
ぁ
紀
ぅ
.か
-0
:修

暑

_
證
欺
物
晋
く

は

任

意

的

齋

換

(0
み
が
個
人
的
富
の 

犬
；
集

積

免

取

得

す

.る
有
规
な
冬
手
段
で
ぁ
.^
0
是
に
於
ヤ
て
'乎
、「

努
働
；の
.全
’收
益
は
.勞
働
者
ft
屬
さ
.な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ

_と
ー
J

一
 
ほ 

命
題
を
實
現
す
る
が
爲
め
に
、
勤
勉
な
る
階
級
が
依
«:
し
な
げ
れ
ぼ
欢
&:
ぬ

も

の

：ば

：交

換

<0
:規
制
で
'_ぁ
：：る'

®

る
'も
ひ
で
も
、づ
又
、
'掛
0
規
制
.に
ょ
る
も
€>
:
で
も
な
ぐ
メ
坐
產
に
先
き
立
七
る
勞
働
者
_
身
の
；間
に
於
^:
る

任

意

的

契

：
^

に

ょ

る

も

の 

で

な

け

れ

ば

：
な

ら

か

：

o
: 

cibid ，，
P
P

广
f
 

.

;

,

.
タ
ム
.ゾ
ジ
に
從
ベ
ば'*
:
勞
働
象
の
組
合
は
、
.個
^
的
競
荦
P -
害
惡
を
減
少
す
る
が̂
め
P
努
力
老
つ
て
、
是
れ
等.の
も
：

Q

一
が
說
得 

に
ょ
0
て
作
用
す
る
限
り
に
於5て
ゆ
推
稱
せ
ら
る
苛
き
も
0
.で
ぁ
ー
る0ズ
是
れ
等
の
組
合
が
其0員
數
を
制
限
す
る
_が
爲
め
に
徒
弟
制 

.度
を
利
用
す
る
限
り
に
於
い
て
は
^

邰
の
勞
働
者̂
り
有
利
な
な
市
場
ど
發
^
に
上
つ
弋

pp. 75-76. )

o
是
れ
等
介
'谓
合
が
利
潤
0

^

に̂
於
：い
セ
賃
銀
2:
:
引
ぎ
^'
ザ
ん
こ
..と
わ
企
0
:る
な
ら
ぼ
'
資
本
ば
他
の
職
業
に
移
動
ず
' 

可
き
；が
故
に
：
> 
ぞ
は
精
：々
.競
帮
制
度
の
害
惡
.の
傲
：か
に
：で
部
む
回
層
じ
#
る
：に
過
ぎ
な
.
$

己
'の
職
業
に
於
け
る
赏
銀
を
引
き
.上
.ぐ
る
に
成
功
す
可
し
.と
：し
.だ
な
故
ば
''
發
働
者
像
他
の
«
*;
-
ょ
0
來
つ
.：て
鷇
爭
を
：開 

同
ー
職
乘
(0
务
働
者
ば
％
國
ょ
り
.移
倥
し
て
賃
銀
を
引
.き
下
ぐ
可
ぐ
、
叉
、
.不
■
練
勞
働
は
其
の
職
業
に
參
.加
せ
ん
こ
ざ
を
求
む
可
き 

で
ぁ
る
。
外
酿
人
^
競
爭
に
對
し
セ
ば
、
何
等
庀
當
な
る
救
遵
策
も
存
'1
-
'る
；こ
と
が
な
い
？
總
べ
て
が
勞
働
“の
^

央

組

合

は

賛

銀

を

高
 

く
維
持
す
1
と
と
を
得
贫
ぎ
で
ぁ
る
が
、
.而
も
、
之
.れ
を
設
立
す
る
:̂

备

猶

办

.て
困

難

で

：ぁ
^
ラ

。
、ob
i
d
.
:
,
'
?

00
3
，
>
0 
-
組

合

は

其
 

.
:

.古
販

經

濟

書

解

題
' 

.

-

'.
'

一
一
：一
九
：

.，(

— .
ホ

四

ー

)



ン
へ
.：：::
v
-

'

s'
lo-
:
:
.
,
.
.
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_ 
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四 
ニ
！
>

:

(

の
成
員
の
間
に
知
德
を
弘
め
、
勤
勉
な
る
者
と
怠
惰
な
る
者
と
の
間
の
辄
傲
を
和
ぐ
る
に
資
す
可
き
も
0
で
あ
.る
0
マ
ッ
.ク
ス
‘
ベ，. 

ァ
の
語
を
借
グ
て
言
へ
ば
、
.ホ
ッ
デ
ス
キS

に
在
つ
て
は
、
勞
働
組
合
は
鬪
举
讷
組
織
で
あ
る
、
彼
れ
はj

•千
八
百
二
十
四
丨
五
年
に 

於
け
る
勞
働
組
合
を
其
の
，儘
に
觀
た
の
で
あ
る
。
タ
ム
ソ
ン
に
於
い
て
は
、
勞
働
組
合
は
、
着
々
共
の
^
を
進
め
て
、
協
同
的
國
家
を 

逑
設
す
る
が
^
め
に
菡
金
の
蓄
横
を
行
ふ
を
以
、つ
て
其
の
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
れ
は
勞
働
組
合
若
し
く
は
勤
勉
な
る
皆
級 

に
•ょ
つ
て
公
然
且
つ
合
法
的
に
組
織
せ
ら
る
、
佑
意
的
組
合
が
等
し
く
有
用
な
る
可
き
こ
と
を
認
め
た
。
是
れ
等
の
も
の
は
^
業
っ
竟 

顧
に
搭
れ
る
者
七
援
助
し
、
.谣
主
の
專
恣
.と
我
慾
と
を
抑
制
す
る
の
作
用
を
爲
し
、
賃
銀
を
維
祿
し
-、
：
利
.潤

を

抑

輯

す

る

：の

效

果

あ

る 

.も
の
.で
あ

ろ

加

.之
‘
勞
猶
組
合
は
勤
勉
な
る
階
級
の
.知
カ
を
充
分
.に
發
擇
せ
し
む
る
に
資
す
る
%.
^'

ば

經

濟

學

、
.統
ti
學

’
法
#:
;
'的
制
度
の
性
質
並
び
に
倫
理
#
學
；

JJ

密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
M疋
れ
等
7J
>
題
目
は
勞 

働
者
が
是
れ
迄
其
.の
，
理

解

の

外

に
#
す
る
も
の
A
思
惟
し
來
つ
た
所
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
るo

最
後
に
、
勞
働
駔
合
は
勞
働
者
を
舉
ぃ 

で
、，
彼
れ
等
の
方
法
は
.餽
ベ
て
:f
l
*ハ
の
勞
働
の
全
收
益
を
彼
れ
等
に
確
保
す
る
に
不
適
當
な
を
こ
と
を
發
見
せ
し
め
、
斯
く
て
彼
^
等
を 

し
へ
て
協
同
經
濟
學
の
敎
s
'5
:
硏
究
.せ
ざ
る
'>
-
得

ざ

.?
>
に
：至
^-
し
め
る
で
あ
：ら
ヶ
。；.
.勞
働
組
含
は
、
..、勞

.1
階
級
0:
賃
领
脅
び
に
其
り
^

^
 

的
徵
德
的
水
準
を
引
き
上
ぐ
る
に
於
い
て
、彼
れ
等
は
其
の
成
し
遂
げ
# .
石
總
ベ
て
の
も
の
を
成
じ
遂
げ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
0
0*
^
.
' ? 

勿

会

；Lo
w
e
n
t
h
^
o
p
.

 

c
i
r
, 

p. 4
0

 ; M
.

 

Beer, 
op. 

c
i
r

l̂
p. 2

2
5
-
2
2
6
0
。 

‘ V

:是

に

至

づ

：
て
> 
發
働
組
合
は
、
.：其
の
貯
蓄
：せ
る
基
本
を
以
っ
.
.て
、
：：鼠
個
办
觚
放
»:
藥

ぬ

著

手

し

'

先

づ

下

に

竭

ぐ

る

が

如

き

計

書

に
 

從
っ
て
、自
已
の
製
作
場
を
建
設
，す
.可
ぎ
で
ぁ
る
0
;大
建
築
及
び
擞
械
を
^

■勞
働
龃
合

：

の
基
傘
は
、
其
の
雇
主
七
の
木
和
に
由
つ
•て
解
傭
仓
ら
る

V
:の
；虞
れ
あ
ざ
勤
勉
な
る
者
に
^

の
造
營
及
び
最
良
な
る
撒
械
の

：

購
入
に
^'
く
充
當
せ
ら
る
可
き
も
の
'；で
あ
：る
。̂
種
大
工
業
の
ザ
心
地
：に
接
し
て
是
れ
等
の
製
作

場
は
^
^
^
^

建
設
せ
ら
れ.

：て
、

(

资
本

0

犧
牲
箸
に
對
ず
石1

:

種
6

.

避

雛

所

と

爲

る

可

き

で

あ

：る

ヲ

是

れ

繚

の

祖

合

製

作

場

：に
於
：
い

.

て
：勞

作

し

つ
、
あ 

、
る
者
め
：勞

働

の

所

產

が

. 6
>

、
：
：

^

^

费

及

：び

資

本
. 0

'

減
價
償
却
費
を
故
除
せ
：
‘

を
殘
餘
は
悉. <

;

勞

馨

ー
に
與
へ
：
ら

れ

る

:'
'
0
^

)

仕
.事
を
授
け
ら
る
:\
'
者

を

獎

：勵

.
し

て

||
合

製

作

場.(
7
)
.
株
主
：た
ら
し
む
る
こ
i
を
贺
め
.な
け
れ
ば
：な
ら
ぬ
。

7-
*
細

^
金
額
：を
挪
ひ
込
め
る 

各

個

：
の

勞

働

者

は

、

#1
.れ
1
資
本
象
的
濟
働
款
と
爲
戈
：妍

'<
:て
«

«>
勢
«
_
所
« 5
の
，增
大
‘せ
る
瓿
^

•/
,以
容
易
に
獨
立
し
得
る
の
：使

'!
|
:は
ご
男
子
祀
«
ず
る
ど
等
し
く
女
子
に
對
し
て
も
亦-

あ

ら

ゆ

る

，部

局

：に

於

S

て
.、
同
様H
開
か
れ
る
。： 

何
人
と
雖
も
、

ー
株
以
上
を
_
人
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。ー
斯
く
て
、
是
れ
等
の
組
合
製
作
場
は
勞
働
者
自
身
办
株
式
會
秕
に
矢
つ 

\て
：
所

有

せ

ら

る
A KJ

と

、

爲

：
る
.が

故

に

、
，
勤

勉

圯

直

な

.る
者
の
失
業
に
對
し
、
絕
ぇ
ず
避
難
所
あ
與
.ふ
?>
.:

:
が
爲
め
^
、
-'
/
'他

^

建

築

及

び
 

へ
常
忙
新
技
奮
機
械
は
.、
組
合
に
ょ
つ
て
、

の
迤
金
を
以
つ
て
設
®
.せ
ら
る
可
き
で
あ
る
ザ
^
れ
_
il
^

g

^

»

^

^

_

L;
'rp
-
\2> 

|
勞

働

者

は;:
;
>
#
.
だ

に

枭

れ

を

以

づ

て

滿

延

す

る

こ

と

能

は

ず

、

更

：ら

；
に

進

ん

で

、

其

の

_

«
の
敷
地
ぱ
»
す

：
る̂

«
の
支
»
- 一
 
M 

,び
海

の

«
用
す
る
原
料
品
ば
對
す
る
利
潤
め
支
拂
を
免
れ
、
.

^

n
と
、
*
ホ

家

に

ょ

づ

て
㈱
罾

せ
&
る

、
同
一
一
；企

«

の

對

抗 

l摄

市

場

に

擾

ず

务

務

泠

動

愛

ぞ

觉

：金

ぬ

|

る
：が
爲
：め
に
、
4

農
業
的
組
合
を
形
^r

而
し
て
最
後
. 

へ：に
其
の
相
i

欲
^'
尨
充
足
：す
_聚
掘
同
的
生
產
_
體
：を
#:
成
ず
：备
の
：必
要
も
驗
^
怍
る
0
$ 

. 

i知
德
の
.發
達
を
經
て
、相
互
協
同
の
：彼
岸
に
到
達
す
る
に
#
す
る
.
o
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は 一 

千
八
百
三
十
年
、
オ
丨
エ
ン
主
義
勺

醤

及

び

露

1

0

.

1旦
つ
大
规
模
の
發
達
が
恰
も
開
始
せ
ら

れ

つ

、
ぁ

り

し
際
に
出

版

せ

ら

れ

た

も

の
I

る 

は
協
同
が
社
會
に
於
け
る
建
物
及
び
敷
地
並
び
に
生
活
方
法
の
細
目
を
述
べ
て
ゐ

る

。

彼

れの
考

證

此
の
書
に
至
つ
て
更

ら

に成
熟 

し
た
彼
れ
は
此
の
零
に
於
い
て
、
一
共
同
團
體
に
加
入
す

る

に
際
し
て
は
、
自
思
必

要
を
主

張

し

てゐ
る
が 
>
:而
も
|度
び
加
人 

し
て
S

成

營

爲

る
や
、
■

草

等

Q

爲
め
S

然
镦
牲
た
ら
し
.め
ら
る
、
こ
と
を
認
め
て
ゐ

-る
。
：_

裔

理

逢

毛

つ

ご

■ 

實&

上
平
等S
原
现Q

货
め
に
拋
棄
せ
ら
れ
た
るQ

觀
が
；
る̂
の
で
ぁ
る
。
洛
負
に
ょ
つ
て
遂
行
せ
ら
る
、
勞

働

霞

質

、2

役

著
 

に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
そ
.は
實
際
上
履
の
被

I

配
者
に
ょ
つ
て
確
定
せ
ら
る
、
こ
と
を
意
味
す
る
の
：P

I
。
彼
れ
日
く
，

「

產
業
的
階
級.
s

:-
r
責

■

«

養

^
く

樂

靈

謹

蓉
t£
會
紕
織
■

け
：る
：雾 

.

_缺

囊
0
考

又
は
塞
贤
备
ふ
可
洁
價
格
を
以
つ
て
販
賣
せ
ら
？
こ
と
が
粜

ず

、從
つ
て
、
.製
造
業
者I

久
E

I

つ
有
利
な
I

事 

を
甘
\ふ
る
こ
と
を
得
な
い
。
漱
濟
策
は
叫
か
に
、
總
ベ
て
の
.種
類
の
布
用
な.る
產
物
に
對
し
て：

確
實
な
^
市
場
.を
看
出
す
こ
存
ず
るo 

協
同
的
產
業
：の
組
織
は
、
全
世
優
に

.亙
：つ

奮
1

总

市

場
i

む
t

非

で
^
^
^

直
ち
一
に-

1
だ
る
I

者
I

:
む
こ
I

ぎ
競
聲
よ
：ミ

具
に
關
ず.る
; «
必

磐
1

_

务
部
驗
自|

遭

，っ
相1

.

|学

|

眞

ぞ

て

、
相̂

忙
诂
つ
て
、̂
に

市

場

集

蒼

產

足

馨̂

I

」

と
P
彼
れ
I

ほ
此
の
#
中
に
於
い.て「

執
務
|

間
が
努
カ
办
尺
«
で
な
け
玆

タ4.

ソ

ン

：
は
ー
'
や

八

百

一
一

ー
十
年
：に

遺

言

狀

^
認
.め
、
コ
ー
ク
郡
に
於
け
る
自
由
保
有
不
動
產
ょ
レ
成
る
典
の
財
產
o
大
部
分
を
.『

分 

配
論』

新
版
を
刊
行
せ

.る
；
。
へ

ー

ァ

を

も

其

Q...

---'

人
.と
：
す

る

春

委

員

の

^

滕 

弘

布

せ

し

め

、

而

し

：
て
：卑

賤

.階
級
の
是
れ
等
原
理
に
莶
け
る
2>
;
ら
^
る
»
際
的
運
動
を
援
助
す
‘る
の
自
的
に
.供

し

、

而
〃
し
て
又
：
、

「

感

ず
 

る

こ

と

の.出

來

ぬ

死

、
せ

.
る

肉
體
を
生
げ
る
陶
體
め
利
益
の
爲
め

に
試
驗
す
る41

慈
齡
る
’
S
:而
，も

施

術

者

：に

取

.つ
'て
は
最
も
不
愉
快
に
し 

て
耳
っ
往
々
に
し
て
危
險
な
.る
過
程
に
關
ず
る
愚
眯
に

し
て
而
も
往
々
最
も
有
害
な
る
偏
兒
を
征
服
：す
る
'に
資
す
.る
が
爲
め
にJ 、
彼
れ 

は
^
ハ
の
書
籍
其
の
他
が
不
列
顚
又
は
愛
蘭
に
：於
け
る
最
初
0
協

同

調

體

，の
11
1
書
館
中
に
保
存
せ
ら
る
\

>等
し
く
、其
の
肉
澧
が
解
剖 

，
學

の

講

師

に

ょ

っ

.て
、
：彼
れ
が
、
骨
骼
の
形
で
、
自
然
及
び
人
土
の
骨
を
•
人
類
及
び
比
較
.糊
剖
博
物
館
に
保
#
せ
ら
る
、
が
爲
め
に 

返
還
す
る
を
條
件
.と
し
て
' 
公
然
試
驗
せ
ら
る
可
き
こ
と
、

遺
言
し
た
0
當
時
忆
於
.い
て
は
屍
體
解
剖
に
關
す
る
偏
見
强
く
、
竊
取
に

:

依
る
も
の
.を
除

外

ず

れ

ば

、

死

摘

囚

，の
屍
體
の

.外
：、
解

剖

の

：
用

に
.供
せ
.ら
る
く
も
の
匕
取
得
す
る
こ
と
能
は
ざ 

(DistI;ibution, 

n
e
w

 ed:., 

p. 

xvii

し 

o
:

パ
' 

' 

二
.

:

,

ク
.ム
ソ
ン
は
、

1

千
八
苒
三
十
三
年
三
月
ニ
十
八
’日
、

n
l-
ク
郡
ロ
ー
ス
力
ア
ベ
リ
與
靜
領
ク
ロ
ン
キ
ー
ン(

口 og
k
e
e
n
, 

clonn- 

keen, 

C
l
o
u
a
k
s
e
n

な
ど
種
々
に
.綴
.ら
れ
-C
ゐ
る)

の
典
の
郞
绝
m
於
い
，て
肺
炎
の
.爲
め
.に
長
逝
し
た
。
彼
れ
は
性
來
！g
^
o
wで
あ
っ 

て
、
' 典
の
死
に
先
'き
*:
づ
約 
ー
--
十
#
間

は

«

^

と

魅

靜
-<
!
:を

遵

守

：
し

續

け

た

--
0

ヾ(

:2
3
5
^
 ̂

ed,,

.
 

xviil;

'
 

pra

'ndcal 

D
I
r
e
c
u
o

-tJs,: 

p. 

.
2
0
3
.
>
?

彼

れ

は

：引

き
&
が

勝

ち

な

幻

想

家

「

で

あ

っ

て

、

社

交

.：ょ

_
0養

硏

究

，
に#
く
.の
；
時

如

を

過

し

-

并

の

藏

*
に 

藕

む
^
及

^

自

己

の

：
思

想

に

耽

悅

す

る

£
:<
t
が
多
か
っ
た
。
.
.

(

s
o
r
g
f
n
v
^
p
^
c
i
^
^
p
，
；

.^
 ̂

. 

す
^
#
:
^
:
|
1

な
ふ
附
近
©
農
民
の
激
烈
な
：る
反
對
が
あ
タ
た
：に
.拘
&
ず
、
同
意
^
ら
れ
：た
^
で
_

:る
件
は
親
減
中
(0
或
る
;^
々
の
友
對
に
ょ

0
セ
訴
訟
沙
汰
忐
爲
り
、:

ヴ

:

‘：
マ
'
'
.
'
ン
裒
經
_

_

:

:::
'

'
.

'，
ベ

へ

べ

べ
ぃ
っ
:

'
.
..'-'

1

奪

' 

:
c
:
l
l
£
.
:

:
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,_ 
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•三
四
'
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一
四
四
六〕

蘭
大
法
官
廳Q

裁
判
に
掛
け
ら
れ
て
居
つ
た
o (bistribntion, 

n
e
w

 ed., 

p
,

.
.

x
v

i
i

h
o

, 

'
.
‘

彼
れ
は
毎
週
チ
ャ
ン
セ
リ

.ィ
•
レ
ィ
ン
に
於
い
て
公
開
討
論
會
を
開
い
て
居
つ
た
オ
ー
エ
ン
主
義
苕
の
倫
敦
«
同

協

會(
L
o
n
d
o
n

 

Coopefative s
ociety)©

有
爲
な
る
--
員
で
'あ
つ
て
、| 
千
八
百
三
十
年
の
'

『

協
同
雜
誌』

n
a
-
o
,»
o
e
r
a
t
i
v
9 

M
a
g
a
z
i
n
e

)

K:
M
々
^

m

b 

.
た
。
：
ジ
-;
ン
> 
ス

チ

：
ュ
：
ア

ー

ト

>
ミ
"ル
は
哲
學
的
急
進
主
_義
者
等
に
ょ
つ
て
オ
ー
尹
ン
主
義
者
に
對
し
て
約
三
ケ
月
に
互
つ
て
行
は
れ
た

.

.

.

. 

• 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

I
. , 

IT
 

■
 

■.
 

'

討

論

に

就

：
い
.て
記

し

て

：
.ゐ
.る
。
而

し

て

桃

れ

は

オ

ー

：
エ

ス

ン

主

義

者

惻

に

於

け

.：る「

主

た
.る
_
士
は
：余
の
熟
知
食
る
#

1
ク
：の
ゥ
ィ
ヴ
ァ
ム
，
；
 

タ
ム
ソ
シ
成
と
云
ふ
甚
だ
尊
敬
す
可
き
人
物
で
あ
つ
た
秀

.

.

.

.

.

.
て 

/ 

,
 

.
 

.

 

.

，
■一':
-
:
.

- 

. .V 

'
 

. 

' 

- 

'
-.
 

.

'

-

.

:

.

.

'

T

 
: 

'
'
こ：

:

-

'ダ
ム
'ゾ
：.ン
は
オ
ー
：エ
ン
に
比
し
■て
.更
ら
に
.深
遠
な
る
思
想
と
經
濟
科
學
に
對
す
る
更
ら
に
透
徹
な
る
理
解
と
を
有
し
て
居
つ
た
？
彼 

れ
0
著
.書
に
し
：て
浩
し
經
濟
思
想
史
土
0
:傅
銃
に
吏
ビ
：に
顯
著
な
る
：影
響
を
有
1>
-
て

居

っ

だ

な

ら

ば

ノ

彼

.れ

は

恐

ら

く

社

會

书

義

の

創
 

始
者
と
し
て
.第を與べらな可き

V
C
.
:
で
あ
ら
ぅ

.と

会

说

れ

て1ゐ
る
。
.'彼

：：

れ

は
：
,•
-

!

■

•

_ 

と
が
な
い

j

と
云
ふ
思
想

5:
'
ォ
.1
土
ン
ょ

1)
も

遙

か

に

確

り

と

把

ん

；
で

居

つ

た

。

『

勞

働

全

把

益

權

』
〔(

o
a
‘
s 

Recht 

a
u
f
'
e
n

 

vollen 

A
r
b

JBitsertra

oqin^schlchtIicher:.Darst£lmg, 

1
2
6
0の
：
著

者.ア
シ
ト
ン
•
メ
：ン
ガ
ー
け
彼
れ
を
以
つ
て
.

「

科
學
的
社
會
主
_ 

の
最
も
卓
越
せ
る
削
始
衆」

と
呼
び
、(

m
「
3

.
19.04, 

S
.

へ.
5

1

V)

，
而
し
て
、「

斯
く
の
.如
き
英
_
の
社
會
主
義
、

0
に
初
期
の 

栽
に
關
す
る
殆
ん
め
完
全
な
る
無
識
は
.、
.
マ
ル
ク
X
及
优
ロ 
I

ド

汴

ル

ト

ス

；
の
：奢

作

が

現

在

獨

逸

に

於

「

い

て

：享

有

ず

る

'不

相

當

な

る
 

.尊
^
に

對

：し

(

て
少
か
が
ら
.ず
貢
献
す
る
所
，が
あ
0
た
。
<
中
略)
0'
余
は
此
0
書

^;
に
.於
い
で
、

.:

.
了
ル
ク
ス
：及
び
.ロ
1
ド
べ
■ル
ト
ス
が
何 

等
め
謝
意
を
も
表
す
石
こ
と
な
ぐ
し
て
：
、
' 
英
佛
の)

理
論
家
^
り
：其

ー

の

最

も

重

要

な

：
る

理

論

を

借

用

せ

：
る

こ

、
と

を

立

證

.せ
ん
と
.す

.る
の
で
ノ 

へ
ある
.
。

W
に

、
#
數
の
人
々
が
進
ん
で
科
齋
的
社
會
生
義
：の
創
始
者
と
看
做
さ
'ん
士
す
る
：マ
.
ル
.ク
：穴
及
び
'

!ド
べ

：
ル
：
ト

ス

：
は

事

實

上

#
の
'深
刻
さ
と
，徹
底
さ
に
於
、

S

て
彼
れ
等
の
：先
縱
^
ょ
つ
て
海
か
に
凌
駕
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
を
主
張
す
る
に
路
躊
し
な
いJ

と
述
ベ 

て
ゐ
る
o
Q-
b
:-
:
s
.
,
i
y

今

:-1-:

*:^

 

ソ
ーVQ

r

分
配
論』

を
以
.つ(

て「

マ
"：ル
：.ク
X
社
會
电
義
の
搽
礎」

と
做
し
て

ゐ
 

s

o

 

^

^

H

 

1
9
2
1
,

 p:
5
2
.
)
o
-
;

 

.

.

 

」

而
も
、
''
.
:吾

人

ば

固

ょ

り

彼

れ

を

拟

つ

：
て

「

科

學

的

じ

社

會

主

義

0
:創
始
者
と
呼
び
、

マ
、ル
ダ
ス
等
が
彼
れ
に
負
ふ
所
を
過
大
'に

見

積

.る 

こ
.と
を
避
げ
が
け
れ
ば
な
^.
ぬ
o 

'
彼
れ
：は
其
0
理
論
を
喻
物
史
觀
.(0
;上
與
好
ち
連
つ
る
こ
と
な
^
^
又
暴
ヵ
の
行
使
を
柰
然
否
徽
す
る 

■.も
(0
で
あ
っ
.た
。
«
れ

は

理

性

ー

の

作

用

名

早

维

の

敎

育

^
知
識
'0
*
及
と
に
由
つ
て
枸
柬
が
撤
廢
^
ら

れ

さ

：
へ

ず

れ

ば

，
，
財

甯

及

び

享
 

樂
資
料
分
配
^
に

於

け

；
るS發
的
平
等
の
制
度
は
：確
立
せ
ら
^;
可
き
こ
：と
を
期
し
て
居
つ
た
V
而
し 
'て
波
れ
は
斯
く

の

如

き

制

度-^
建 

設
ず
る
が
烯
办
に
敏
カ
を
用
ひ
ぶ
ゼ
す
る
の
擧
は
總
べ
.て
之
れ
金
拒
.否

し

だ

ャ

彼

れ

は

ォ

ー

K

ン

と

等

し

く

，
.私

有

財

產

：
の
：
沒

收

が

害
 

■惡
を
燃
酕
す
る
も
の
で
は
な

^:
;
土
思
惟
し
だ
0

#
し
亡
、
：猇
れ
^
亦
、
.
#作
者
が
興
の
勞
働
の
全
收
益
を
自
已
.に
保

贺

.し

得

可

き

企

業
 

:の
新
形
態
を
建
設
せ
ん
こ
と
|:
.欲
_
た
の
で
あ
る
-,
0
:
7ォ
ッ
^
ス

ゥ

；

へ

ル

敎

擇

が

前

記

メ

ン

ガ

ー

の

著

の

：
タ

シ

：
ナ

ー

_

緖

言

中

に

引

用
 

せ

る

：
が

如

く

、

タ

么

ソ

ン

は

本

宰

：
な

る

偷

氣

ス

へ

ビ

：ッ

タ

ル

フ

ィ

：
：
ル
：
ズ

-<
6
.職
.エ
：に
書
を
寄
せ
て「

諸
財
は
諸
君
が
勞
働
の
金
產
物
を
自
ら 

享
I

家

欲

す

る

が

論

君

は

單

I

君
f

働
の
方
向
|

ず
れ
^

す
る
こ
と
な
く
、
相
瓦
の
爲
め
.に
勞
作
す
可
き
で
あ
る
.

」

と
說
5
’：て

ゐ

る

。

(The. Right to. the'; \yhcle 

Produce 

of 

labour. 

'The'origln '
a
n
d

^
6く作
1
0
1
>
0
1
6
1
1

ヴ

.6
;
^
.
.
1
:
^
H
h
e
o
r
y

:'
:
'
o
.
f
'
.
.
L
a
b

'o
u
rw*
"
n
l
a
i
I
n
:
. 

to., the.. W
h
o
l
e

 P
r
o
d
u
c
t

.o
f .'Industry” 

by. Anton. 

Mengeri.

r+
-
r
a
n
s
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t>y M
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一
 E. 

Tanner, 
一
 

Introduction's 

b
y

 H
.

 

s, 

F
o
x
w
e
r
l

oo
vo
9
, p. 

x
l
v
i
o
o 

彼
れ 

は
終
に
空
想
的
社
會
生
義
者
の
域
を
：脫
す
る
ビ
と
を
得
な
が
0
た
。

，

'
.:
■ 

:
'
、
'.
■

,

.

- 

■タ
ム
ソ
ン
の
.言
ふ
所
に
據
れ
ば
、
經
濟
擧
及
び
之
れ
と
.關
聯
被
.る
，種
：々
#
る

知

識

の

.
部

門

に

齓

い
て
觀
察
し
V
熟
慮
じ
、
.若
し
く
は
'

.

へ
-古
版

 M

 

濟
書
解.

題
：
,

.

 

. 

?

.-
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く
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S
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(
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。.•■'パ•へ.-，ベ.:.'.•ご；， .:碧

'(

巧

ぶ

記

述

せ

る

人

々

は

羞

_

的

及

旧

機

械_

的
§
1

1

?排

列
f

.

.

?墓

る

S

I

。

鑒

Q

英

國

に

於

いI

一
知
論
的 

I

家

小

に

扑

つ

て
I

を

放

つf

ゴ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
が
あ
り
、

•機
械
觀
的
論

i

中
に
在
つ
て

®
出
せ

I

に
マ
ル
サ
ス

(

德

ぽ
 

初
期
の
潜
作
に
於
い
て)

が
あ
る
。裳
自
身
は
是

-れ
等
兩
紫
の
小
叫
の
露
を
取
り
、ベ
ン
サ
ム

S

に
沿4

て
、
確

定

せ

ら

ぶ

I

.
 

濟

學

上

蘇

鐘

志

#
科
S

I

し
、
赴
れ
等
の
もQ

並
び
に
總
ベ
て
の
他
Q

I

I

E

:
を
し
p

f
ょ
X
人

類
の
宰
福
肇 

:1
-
;^
.^
し
^

:^
の
$
%
に
役
立
た
し
め
ん
こ
と
を 

E
W と
し
た
の
で
あ 

^
0 
- 

.

0̂ 
.■ 0
^
4
 

observatipnsoo 

グ
^
,
が
.び
ル
^

れ
家
^:
の
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